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令和元年東日本台風を教訓に
災害に備えよう

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
か
ら
間

も
な
く
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
台
風
に
よ
り
、
須
坂

市
に
は
多
く
の
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
過
去
に
は
、
昭

和
24
年
の
キ
テ
ィ
台
風
、
昭
和
33

年
の
台
風
21
・
22
号
、
昭
和
34
年

の
台
風
７
号
、
昭
和
56
年
の
台
風

15
号
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
自

ら
考
え
備
え
る
自
助
、
地
域
で
助

け
合
う
共
助
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
、
日
頃
か
ら
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。



2020年10月号・３・

災
害
へ
の
備
え

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

避
難
先
は
そ
れ
ぞ
れ

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の

地
域
で
守
る

　

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
は
、
誰
も
が
願
う

こ
と
で
す
。

　

大
規
模
地
震
、
風
水
害
や
土
砂
災
害
な

ど
に
よ
り
、
安
心
の
暮
ら
し
は
一
変
し
て

し
ま
い
ま
す
。
昨
年
発
生
し
た
令
和
元
年

東
日
本
台
風
災
害
が
そ
う
で
し
た
。

　

危
機
と
い
う
言
葉
は
「
一
瞬
に
し
て
圧

倒
的
な
状
況
の
変
化
が
起
き
る
こ
と
」
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

平
穏
な
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
も
、
危

機
へ
の
備
え
が
重
要
で
す
。
必
要
に
な
る
、

そ
の
時
の
た
め
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
は
、
地
域
で
の
助
け
合
い
が

不
可
欠
で
す
。
町
内
会
や
隣
近
所
な
ど
顔

の
見
え
る
範
囲
で
力
を
合
わ
せ
、
高
齢
者

な
ど
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
手
助
け
を

し
た
り
、
避
難
所
運
営
に
協
力
す
る
な
ど

の「
共
助
」が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
開
催
し
た
市
防
災
講
演
会

の
講
師
は
、「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
で
は
な
く
「
災
害
は
忘
れ
ず
に

い
つ
で
も
や
っ
て
く
る
こ
と
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
の
よ
う
に
台
風
、
大
雨
が
災
害
を

も
た
ら
す
の
は
、
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
災
害
は
い
つ
で
も
や
っ
て
き

ま
す
。
今
、
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
は
、
危
険
な
場
所
に
い
る
人

は
避
難
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、

安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま
で
避
難
場
所
に

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
先
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
小
中
学
校
な

ど
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
安
全
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
親

戚
・
知
人
宅
、
旅
館
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

も
避
難
先
と
し
て
、
ま
た
、
車
で
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
分
散
避
難
も
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

防
災
の
基
本
は
「
自
助
」で
す
。
自
身
・

家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
非

常
持
ち
出
し
品
の
準
備
、
家
具
の
転
倒
防

止
、
避
難
先
の
確
認
な
ど
自
分
や
家
族
で

で
き
る
こ
と
を
考
え
災
害
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

　

自
分
を
守
る
こ
と
で
、
ま
わ
り
の
人
も

助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総務課危機管理係
担当課長　西澤悦郎

市民によるバケツリレーの訓練（共助） けが人の救助訓練（共助）

非常持ち出し品の準備（自助）ハザードマップの確認（自助）

２
０
１
９
年
度
須
坂
市
総
合
防
災
訓
練

▼

▼
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令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
お
け
る
須
坂
市
民
の
避
難
行
動

住
民
の
共
助
に
よ
る
避
難

避
難
を
め
ぐ
る
課
題

阪本真由美さん

兵庫県立大学大学院

減災復興政策研究科

教授

専門は、防災危機管

理、災害リスクコミ

ュニケーション、防

災教育など。

国や県の防災関連の

会議に参画し、2016

年からは長野県防災

会議委員も務める。

地区防災計画の策定、

避難所・避難所外避

難者対応など災害に

強い地域づくりに取

り組んでいる。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
は
、
10
月
12

日
昼
過
ぎ
か
ら
13
日
未
明
に
か
け
て
長

野
県
に
大
雨
を
降
ら
せ
、
須
坂
市
で
は

千
曲
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ

り
市
内
各
所
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
に
お
い
て
市
民
が
ど
の
よ

う
に
行
動
し
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、

須
坂
市
は
全
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
被
害

が
大
き
か
っ
た
町
役
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
私
も
こ
れ
ら
の
調
査
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
は
、
被
害

が
大
き
か
っ
た
千
曲
川
沿
い
の
地
区（
小

島
町
、
北
相
之
島
町
、
相
之
島
町
、
豊

島
町
、
村
山
町
、
福
島
町
）
の
避
難
率
は

高
く
、
回
答
者
中
71
％
が
自
宅
外
の
場

所
に
「
立
ち
退
き
避
難
」
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
相
之
島
町
で
は
住

民
の
85
％
、
北
相
之
島
町
で
は
住
民
の

80
％
が
立
ち
退
き
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
に
お
い
て
と
り
わ
け
印
象
的
だ

っ
た
の
は
、
第
一
に
、
地
域
で
積
極
的

な
声
が
け
・
助
け
合
い
が
行
わ
れ
て
い

た
点
で
す
。
相
之
島
町
で
は
、
避
難
し

た
理
由
と
し
て
「
近
所
の
人
に
避
難
を

す
す
め
ら
れ
た
」
と
回
答
し
た
人
が
80

％
に
上
り
ま
し
た
。
福
島
町
で
は
、
区

長
が
自
主
的
に
防
災
行
政
無
線
を
利
用

　

広
報
須
坂
で
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
第
19
号
）
の
避
難
行
動
に

関
す
る
調
査
結
果
か
ら
見
え
た
課
題
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
７
月
号
で

は
避
難
行
動
の
確
認
、
８
月
号
で
は
避
難
情
報
の
入
手
、
９
月
号
で
は
避
難

行
動
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
調
査
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
阪
本
真
由
美
さ
ん
に

昨
年
の
須
坂
市
民
の
避
難
行
動
を
総
括
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
、
住
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

雨
音
で
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い

こ
と
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、
役
員
は
町

内
を
組
別
に
３
班
に
分
け
て
巡
回
し
声

が
け
を
行
い
、
全
戸
避
難
に
取
り
組
ん

だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
二
に
、
「
新
・
地
域
見
守
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
要
配
慮
者
の

避
難
支
援
が
行
わ
れ
て
い
た
点
で
す
。

須
坂
市
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
「
地
域

見
守
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る

災
害
時
の
要
配
慮
者
支
援
体
制
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
台
風
に
お
い

て
も
、
独
居
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
う

ち
、
家
族
や
近
所
の
人
に
よ
る
避
難
支

援
が
難
し
い
人
に
つ
い
て
は
地
区
ぐ
る

み
で
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
町
で
は
、
須
坂
市
か
ら

「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
情

報
が
出
さ
れ
た
後
、
民
生
委
員
が
要
配

慮
者
の
状
況
を
巡
回
し
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
重
度
の
聴
覚
障
が
い
が
あ
り
全
く

情
報
が
届
い
て
い
な
い
人
や
、
す
で
に

就
寝
中
の
人
も
い
ま
し
た
が
、
近
所
の

人
と
協
力
し
、
そ
れ
ら
の
人
を
立
ち
退

き
避
難
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
の
共
助
に
よ
る

避
難
支
援
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ
ま
し

満水時の千曲川の堤防（2019．10.13撮影）

「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
の
避
難
行
動
に
関
す
る

調
査
」
④
～
ま
と
め
～



2020年10月号・５・

災
害
と
の
共
生

た
が
、
そ
の
一
方
で
、
い
く
つ
か
の
課

題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

町
内
会
役
員
や
民
生
委
員
の
方
が
避
難

さ
せ
よ
う
と
必
死
に
働
き
か
け
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
か
に
は
「
自
分
は
大

丈
夫
だ
か
ら
」
と
避
難
し
な
か
っ
た
方

も
い
ま
し
た
。
「
人
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
に
」
と
考
え
た
上
で
の
行
動
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
宅
が
浸
水
・
孤
立

す
る
と
、
そ
こ
か
ら
救
出
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
大
規
模
浸
水
が
想
定
さ
れ

る
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
必
ず
立

ち
退
き
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

須
坂
市
は
雨
や
河
川
の
水
位
情
報
に

基
づ
き
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
」
「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
情
報

を
出
し
て
お
り
、
８
割
以
上
の
人
は
こ

れ
ら
の
情
報
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
情
報
に
「
危

機
感
を
感
じ
た
」
と
い
う
人
の
割
合
は

５
割
程
度
で
あ
り
、
情
報
が
危
機
感
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。
災

害
情
報
に
対
す
る
危
機
感
は
、
日
頃
の

防
災
活
動
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
避
難

訓
練
な
ど
の
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
区
ほ
ど
危
機
感
が
高
く
、
的

確
な
避
難
行
動
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
時
に
ど
こ
が
ど
の
程
度

浸
水
す
る
の
か
を
示
し
た
「
洪
水
・
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
須
坂
市

は
全
市
民
に
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
マ
ッ
プ
を
「
見
た
こ
と
が
あ
り
、
内

容
を
理
解
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
は

14
％
、
「
見
た
こ
と
が
あ
り
、
内
容
を

大
体
理
解
し
て
い
る
」
人
は
43
％
、「
見

た
こ
と
が
あ
る
が
、
内
容
を
理
解
し
て

い
な
い
」
人
は
31
％
、
「
見
た
こ
と
が

な
い
」
人
は
12
％
で
し
た
。
全
市
民
に

配
布
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ

ッ
プ
を
見
て
内
容
を
理
解
し
て
い
る
人

は
半
分
程
度
し
か
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
家
が
浸
水
・
土
砂

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
場
所
に
あ

る
か
を
知
ら
な
い
人
は
23
％
、
自
分
が

豪
雨
時
に
避
難
す
る
場
所
を
知
ら
な
い

人
は
28
％
と
い
う
よ
う
に
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
自
分
の
家
が
ど
の
程
度
の
被

害
を
受
け
る
の
か
、
ど
こ
に
避
難
す
れ

ば
よ
い
の
か
を
知
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
市
役
所

で
も
配
布
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
目
を

通
し
、
自
分
の
家
が
ど
の
程
度
被
害
を

受
け
る
の
か
、
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
良

い
の
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歴
史
を
辿た

ど

る
と
、
須
坂
市
は
こ
れ
ま

で
も
豪
雨
に
よ
る
被
害
を
繰
り
返
し
受

け
て
い
ま
す
。
千
曲
川
堤
防
に
は
「
水

神
塔
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

塔
は
千
曲
川
旧
堤
の
南
端
に
洪
水
除
け

と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
塔

を
見
た
と
き
に
、
川
と
と
も
に
生
き
て

き
た
文
化
を
持
つ
地
域
で
あ
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
災
害
と
の
共
生
が

必
要
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
災

害
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
防
災
に

活い

か
し
、
災
害
で
命
を
失
う
こ
と
が
な

い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

命を守るための緊急避難

屋内避難

立ち退き
避難

垂直避難

水平避難

避　

難 避
難
所

指定避難場所や
近隣の高い建物
などの安全な場
所へ移動する避
難行動

屋内に留まる安全確保行動 

住民の避難行動などを支援する防災情報

警戒レベル１　警報級の可能性
（市民の行動）　心構えを高める

緊急避難
場所

警戒レベル５　災害の発生情報
（市民の行動）　命を守る最善の行動

警戒レベル４　避難勧告、避難指示（緊急）
（市民の行動）　避難

警戒レベル３　避難準備・高齢者等避難開始
（市民の行動）　高齢者等は避難、他の住民
　　　　　　　は準備

警戒レベル２　注意報
（市民の行動）　避難行動の確認

ハザードマップ

千曲川堤防の「水神塔」
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歳
入
と
歳
出
に
よ
る
経
済
活
動

全
般
を
財
政
と
い
い
ま
す
。

　

市
税
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

の
ほ
か
、
借
入
金
に
あ
た
る
市
債

な
ど
に
よ
っ
て
、
福
祉
や
教
育
な

ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

り
、
道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
決
算
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
財
政
課
～
見
て
み
よ
う
須
坂

市
の
財
政
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
９
年
度
決
算
の
総
額
は
、

歳
入
が
２
５
３
億
７
０
０
１
万
円
、

歳
出
が
２
４
７
億
４
２
４
６
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
へ
繰
り
越
し
た

事
業
に
充
て
る
財
源
を
除
い
た
実

質
収
支
は
、
１
億
６
５
３
７
万
円

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
総
額
は
前
年
度
比
で
15
・

５
％
の
増
で
、
34
億
７
５
７
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
は
、
個
人
市
民
税
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
1.8
％
の
増

　

歳
出
の
総
額
は
前
年
度
比
で
17
・

１
％
の
増
で
、
36
億
７
５
３
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
、
社

会
福
祉
に
充
て
る
「
民
生
費
」が
最

も
多
く
、
全
体
の
28
％
を
占
め
て

い
ま
す（
左
下
の
円
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

一
方
、
歳
出
を
性
質
別
で
見
る

と
、
最
も
多
い
の
は
「
物
件
費
」（
39

億
８
０
１
９
万
円
）で
、
災
害
ご
み

処
理
委
託
料
の
皆
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
17
・
２
％
の
増
で
、
５
億

８
３
２
９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
「
扶
助

費
」で
、
支
援
費
サ
ー
ビ
ス
事
業
や

決
算
状
況
の
報
告

2019年度

で
、
１
億
１
３
６
３
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比
9.6

％
の
増
で
、
４
億
３
７
２
４
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比
12
・

９
％
の
増
で
、
２
億
４
９
６
１
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。　

　

市
債
は
、
前
年
度
比
33
・
３
％

の
増
で
、
４
億
９
４
４
０
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
信
州
須
坂
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
大
幅
な
増
に
よ

り
、
前
年
度
比
１
８
０　

４
％
の

増
で
、
８
億
９
０
８
３
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

国庫支出金
（国からの収入）
21億8,202万円
（8.6％）

寄附金
13億8,469万円
（5.5％）

その他
30億3,732万円
（12.0％）

法人市民税
5億1,102万円
（8.0％）

市たばこ税
2億8,403万円
（4.5％）

都市計画税
2億4,422万円
（3.8％）

軽自動車税
1億8,615万円
（2.9％）

入湯税
862万円（0.1％）

その他
19億3,008万円
（7.8％）

農林水産業費
5億4,715万円
（2.2％）

問
合
せ　

財
政
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

生
活
保
護
費
、
児
童
扶
養
手
当
給

付
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

比
2.8
％
の
増
で
、
１
億
２
３
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

125,937円

144,837円

多い方から
17番目

●市民一人当たりの額

市税（収入）基金現在高 市債現在高

114,500円

140,541円

多い方から
13番目

328,844円

420,231円

少ない方から
２番目

須坂市

県内19市平均

県内19市中の
順位

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

※「基金」は市の預金。「市債」は市の借入金。

市税
63億6,285万円
（25.1％）

地方交付税
49億7,266万円
（19.6％）

諸収入
21億4,589万円
（8.4％）

市債
19億7,890万円
（7.8％）

繰入金
19億9,799万円
（7.9％）

県支出金
（県からの収入）

13億769万円
（5.1％）

歳入
253億7,001

万円

市税の内訳

歳出
247億4,246

万円

個人市民税
25億2,878万円
（39.8％）

固定資産税
26億3万円
（40.9％）

民生費
69億3,006万円
（28.0％）

総務費
49億5,130万円
（20.0％）

土木費
21億6,857万円
（8.8％）

教育費
30億8,680万円
（12.5％）

公債費
18億8,323万円
（7.6％）

商工費
16億3,505万円
（6.6％）

衛生費
16億1,022万円
（6.5％）

・



2020年10月号・７・

　上表のとおり、須坂市は、どの比率も基準を大きく下回っているので健全な財政といえます。しかし、

市民一人当たりの市税収入は県内19市の中で17番目と厳しい状況が続いています。今後も行財政改革な

どに取り組み、必要な事業を優先順位により積極的に実施しながら、財政運営を行っていきます。

●須坂市財政のチェック

一人当たり（円）

民生費 137,164

総務費  97,999

　教育費  61,096

　土木費  42,922

公債費  37,274

商工費

 31,870衛生費

 32,362

農林水産業費  10,830

その他  38,201

合計 489,718

■水道事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

12億7,265万円

 6,675万円

歳出

10億1,804万円

 5億8,127万円

■下水道事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

21億2,756万円

11億8,762万円

歳出

17億3,131万円

19億9,707万円

■宅地造成事業会計
区分

収益的収支

資本的収支

歳入

       17万円

  　    　0円   　    　0円

歳出

    　178万円

会計名 歳入 歳出

井上、 幸高、 九反田、
中 島 財 産 区   　  810万円   　  793万円

介 護 保 険 45億9,005万円 44億  597万円

後期高齢者医療  6億8,048万円  6億7,846万円

国民健康保険 52億6,483万円 52億  569万円

※2020年１月１日現在の
　人口（50,524人）で算出

将来負担比率………将来負担を見込まれる負債の割合

実質赤字比率………一般会計を中心とした赤字の割合

実質公債費比率……年間の借金返済額の割合

連結実質赤字比率…一般会計、特別会計、企業会計を
　　　　　　　　　合計した赤字の割合

350.0％

早期健全化基準
（イエローカード）

 13.05％

 25.0％

 18.05％

内　容

 28.6％

2018年度
決算

赤字なし

 9.0％

赤字なし

 20.1％

2019年度
決算

赤字なし

 9.5％

赤字なし

財政再生基準
（レッドカード）

20.00％

35.0％

30.00％

　須坂市の財政がどんな状態にあるのか判断するために、須坂市の年間の収支や負債の状況な
どを「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将来負担比率」の４つの視点で
算出しています。
　これらの比率のうちいずれかが「早期健全化基準」以上の場合は、財政健全化計画をつくり、
自主的な財政健全化に取り組むことになります。さらに「財政再生基準」以上の場合は、国の指
導や監督を受けながら確実な再生に取り組むことになり、お金の使い方が制約されます。

■2019年度決算状況の報告

●市民一人当たりの歳出額

　

【
総
務
費
】

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

【
民
生
費
】

▼
信
州
型
自
然
保
育
（
信
州
や
ま

　

ほ
い
く
）
の
推
進

【
衛
生
費
】

▼
災
害
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
お
よ

　

び
処
理

【
農
林
水
産
業
費
】

▼
遊
休
農
地
解
消
対
策
事
業

【
商
工
費
】

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

【
土
木
費
】

▼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

　

須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

　

ジ
周
辺
地
区
の
開
発
推
進

【
消
防
費
】

▼
救
急
車
の
更
新

【
教
育
費
】

▼
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
空

　

調
設
備
設
置

【
災
害
復
旧
費
】

▼
道
・
水
路
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事

特
別
会
計

企
業
会
計

■須坂市は健全な財政状態

２
０
１
９
年
度
の
主
な
事
業
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国
民
健
康
保
険（
特
別
会
計
）

　

２
０
１
９
年
度
末
現
在
の
被
保

険
者
（
加
入
者
）
数
は
１
万
９
０
８

人
で
、
前
年
度
末
よ
り
３
０
９
人

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
と
し
て
、
75
歳
を
迎
え
る

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

に
な
る
こ
と
や
被
用
者
保
険
の
適

用
拡
大
、
市
全
体
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
費
や
高
額
療
養
費
を
含
む

保
険
給
付
費
は
36
億
９
７
９
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
0.5
％
の
増

で
、
１
７
４
１
万
円
増
加
し
ま
し

た
。
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
に
対
応
す
る
た
め
の
診
療
報
酬

改
定
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

収
支
差
引
額
は
５
９
１
４
万
円

で
、
次
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
す
。

●国民健康保険事業特別会計の決算状況

■後期高齢者医療
　75歳以上（一定の障がいのある65歳以上）の方は、
2008年度から後期高齢者医療制度に加入し、医療
を受けています。
　この制度では、後期高齢者医療（特別会計）を設
け、医療費に充てるため、加入する皆さんから保
険料を徴収し、広域連合へ納付しています。

■国民健康保険
　万が一の病気やけがなどに備え、地域に住む加入者の皆さんが国民
健康保険税を負担し医療費に充てる相互扶助制度です。職場の健康保
険（被用者保険）や後期高齢者医療制度などで医療を受けている方
を除いて、すべての方が加入し「国民皆保険制度の要」といわれます。
　2018年度からは、県も国民健康保険制度を担っており、財政運
営の責任主体として、国保会計の安定化を図っています。市は、
従来どおり、保険税の賦課・徴収、被保険者証の発行、保険給付
の決定、支給などを行っています。

　

歳
入
総
額
は
52
億
６
４
８
３
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
５
％

の
減
で
、
２
６
８
７
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
▼
県
か
ら
の
支
出

金
▼
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
税

▼
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど

で
す
。

　

２
０
１
８
年
度
の
制
度
改
革
に

よ
り
、
県
と
市
町
村
が
共
同
保
険

者
と
な
り
、
保
険
給
付
に
必
要
な

費
用
は
、
原
則
、
県
が
賄
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
県
か
ら
の
支
出

金
は
、
36
億
８
４
８
９
万
円
で
、

収
入
総
額
の
70
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
税
制
改
正
な
ど
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年

度
に
比
べ
て
１
１
８
０
万
円
減
少

し
、
前
年
度
繰
入
金
で
は
、
２
億

１
２
１
１
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
出
総
額
は
約
52
億
５
６
９
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
８

％
の
減
で
、
４
３
９
９
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
▼
病
院
な
ど
に
支

国民健康保険と後期高齢者医療の決算状況

払
う
医
療
費
や
高
額
療
養
費
▼
出

産
育
児
一
時
金
▼
葬
祭
費
な
ど
の

保
険
給
付
費
で
、
支
出
総
額
の
69
・

３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
は
、
▼
医
療
費
水

準
や
所
得
水
準
に
応
じ
て
県
へ
納

め
る
国
保
事
業
費
納
付
金
▼
一
般

事
務
費
▼
基
金
積
立
金
▼
保
健
事

業
費
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

●国民健康保険費用額の推移

一般会計繰入金
2億7,564万円（5.2%）

繰越金
4,202万円（0.8%） その他の収入

6,774万円（1.3%）

基金繰入金
1億4,208万円（2.7%）

国民健康保険税
10億5,035万円（20.0%）

国保事業基金
14億6,466万円（28.2%）

保健事業費
6,119万円（1.2%）

退職保険給付費
738万円（0.1%）

その他の支出
7,005万円（1.3%）

一般保険給付費
36億241万円（69.2%）

歳出

52億569

万円

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

10億円 20億円 30億円 40億円 50億円

■入院　■入院外　■歯科　■調剤　■食事療養費　■療養費　■訪問看護

15億3,442万円

15億8,030万円

15億1,554万円

15億5,194万円

14億4,741万円

14億7,197万円

2億6,003万円

2億3,642万円

2億5,580万円

8億9,485万円

8億418万円

8億4,123万円

8,052万円

7,872万円

7,821万円

6,648万円

6,156万円

5,993万円

864万円

1,086万円

830万円

2017年度
（43億9,688万円）

2018年度
（42億3,098万円）

2019年度
（42億1,945万円）

国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況

歳入

52億6,483

万円

国・県支出金
36億8,700万円（70.0%）
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後
期
高
齢
者
医
療（
特
別
会
計
）

　

被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
と
、

保
険
料
の
軽
減
分
お
よ
び
事
務
費

に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
主
な
も
の
で
す
。

　

保
険
証
の
郵
送
や
保
険
料
の
徴

収
事
務
な
ど
の
総
務
費
、
長
野
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

徴
収
し
た
保
険
料
の
納
付
金
が
あ

り
ま
す
。
ほ
か
に
、
一
般
会
計
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
市
負
担

分
と
し
て
、
広
域
連
合
へ
療
養
給

付
費
負
担
金
５
億
１
９
７
９
万
円
、

広
域
連
合
の
運
営
費
と
し
て
広
域

連
合
負
担
金
１
５
６
９
万
円
を
そ

●後期高齢者医療特別会計の決算状況

一般会計繰入金など
1億2,693万円（18.7%）

総務費など
492万円（0.7%）

　

２
０
１
９
年
度
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比
２
６
７
人
増
の
８

４
９
３
人
で
し
た
。
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
81
万
９
６
１
８
円（
県

内
19
市
の
中
で
高
い
方
か
ら
13
位
）

で
、
前
年
度
比
2.6
％
の
増
で
、
２

万
８
８
２
円
増
加
し
、
県
平
均
83

万
８
９
７
３
円
を
１
万
９
３
５
５

円
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
医
療
費

は
、
37
万
９
５
６
９
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
、
１
万
３
９
７
８
円

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
77
市
町
村
の
中
で
は
、
高

い
方
か
ら
30
番
目
に
位
置
し
て
い

れ
ぞ
れ
支
出
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
を
健
全
に
運
営

す
る
た
め
に
基
金
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

県
へ
納
め
る
納
付
金
の
増
額
な

ど
に
よ
り
１
億
４
２
０
８
万
円
を

繰
り
入
れ
、
２
０
１
９
年
度
末
残

高
は
４
億
３
９
６
７
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
保
険
税
改
定
時
に
急
激

な
引
き
上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
安

定
財
政
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

●一人当たりの医療費

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

●国民健康保険給付費の推移

2014年度 2015年度 2016年度

34万
2,822
円

32万
6,200
円

35万
2,114
円

36万
137
円

34万
4,808
円

36万
7,473
円

36万
6,487
円

36万
3,018
円

36万
5,591
円

37万
9,569
円37万

2,449
円

36万
3,923
円

39億
3,159
万円

40億
4,086
万円 37億

716
万円

35億
9,237
万円

36億
979
万円

38億
6,895
万円

伸び率
2.8%

伸び率
0.5%

伸び率
-4.2% 伸び率

-3.1%

伸び率
-4.3%

2017年度 2018年度 2019年度

▼特定健診を受診しましょう。

▼特定保健指導を受けて生活習慣を見直し

　ましょう。

▼かかりつけ医をもちましょう。

▼薬局では、お薬手帳を提示しましょう。

▼ジェネリック医薬品を積極的に利用しま

　しょう。

【医療費適正化のためのお願い】

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
状
況

歳出
6億7,846万円

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
県

内
平
均
額
を
上
回
る

安
定
財
政
の
た
め
の
基
金

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

ま
す
。
ま
た
、
県
内
市
町
村
平
均

額
と
比
較
す
る
と
、
７
１
２
０
円

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
類
で
み
る
と
、
脳
梗
塞
や
心

臓
疾
患
な
ど
の
循
環
器
系
疾
患
、

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性
腎

不
全
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
起
因

と
す
る
疾
患
、
が
ん
な
ど
の
悪
性

新
生
物
の
増
加
が
顕
著
で
す
。

36万円

38万円

34万円

32万円

30万円

県内市町村平均

須坂市

2016年度

825,304円

819,991円

●一人当たりの後期高齢者医療費

80万円

70万円

75万円

2017年度

830,409円

827,202円

2018年度

798,736円

831,187円

2019年度

819,618円

838,973円

2014年度

788,038円

804,424円

2015年度

832,078円

824,529円

須坂市

須坂市

長野県

長野県

■ 2019年度決算状況の報告

歳入
6億8,048万円

後期高齢者医療保険料
5億5,355万円
（81.3%）

広域連合納付金
6億7,354万円
（99.3%）

38億円

40億円

36億円

34億円

32億円
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●介護保険特別会計の決算状況

■介護保険
　介護が必要になっても、住み慣れた地域でその人らしく
安心して生活できるよう、介護が必要な人とその家族を社
会全体で支えていくための社会保険制度です。
　40歳以上の方を加入者（被保険者）として、被保険者の皆
さんからの保険料と公費（税金）を財源として運営していま
す。

　

歳
入
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
て

2.0
％
の
増
で
、
９
２
０
８
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
※
保
険
料
は
、

被
保
険
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
の
拡
充

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
１
３

７
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

※
第
１
号
被
保
険
者
と
は
、
65
歳

以
上
の
方
で
す
。
第
２
号
被
保
険

者
は
40
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　

歳
出
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
て

3.2
％
の
増
で
、
１
億
３
５
９
３
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
各
種
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
で
あ
る
保
険
給
付
費
と
、
介

護
予
防
事
業
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
費
な
ど
の
地
域
支

援
事
業
費
で
、
全
体
の
約
95
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

保
険
給
付
費
は
５
４
１
１
万
円

増
加
、
地
域
支
援
事
業
費
は
１
５

０
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

介護保険　　　の決算状況

問合せ　高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）

県支出金
6億678万円（13.2%）

国庫支出金
10億3,067万円（22.4%）

繰入金
6億533万円（13.2%）

繰越金
2億2,792万円（5.0%）

その他の収入
1,739万円（0.4%）

第１号被保険者保険料
9億9,989万円（21.8%）

地域支援事業費
2億3,091万円（5.2%）

その他の支出
2億2,026万円（5.0%）

保険給付費
39億5,480万円（89.8%）

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳

介
護
保
険
の
運
営
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
減
免

歳入

45億9,005

万円

歳出

44億597

万円

支払基金交付金
（第２号被保険者保険料）
11億207万円（24.0%）

第１号被保険者
要介護認定率の比較

全 国

長野県

須坂市

18.4％

17.1％

14.0％

須坂市には
元気な高齢者
が多いんだね！

（特別会計）

　

２
０
１
９
年
度
の
須
坂
市
の
第

１
号
被
保
険
者
数
は
、
介
護
保
険

制
度
が
開
始
し
た
２
０
０
０
年
度

の
約
1.4
倍
の
１
万
６
０
５
７
人
で

す
。ま
た
、高
齢
化
率（
全
人
口
に
対

す
る
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
）
も

32
・
１
％
で
、
11
・
１
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
（
世
帯
主
な
ど
）
の
事
業
収
入

や
給
与
収
入
な
ど
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
で
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険

料
の
減
免
や
徴
収
を
猶
予
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

な
ど
の
特
別
な
事
情
や
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
生
活
困
窮
者
に
対

し
て
も
同
様
で
す
。
詳
し
く
は
高

齢
者
福
祉
課
（
窓
口
９
番
・
本
庁

舎
１
階
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
、
納
付
相
談
に
も
応
じ
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
滞
納
処

分
を
受
け
る
ほ
か
、次
の
よ
う
な
措

置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
１
年
以
上
滞
納
⇓
支
払
方
法
の 

 

変
更
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を

自
己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
後
で

保
険
給
付
（
費
用
の
７
～
９
割
）を

受
け
ま
す
（
償
還
払
い
）
。

【
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納

　

⇓
償
還
払
い
の
差
し
止
め
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を

自
己
負
担
し
、
給
付
が
一
時
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
。
差
し
止
め
ら
れ

た
給
付
は
滞
納
し
た
保
険
料
と
相

殺
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
２
年
以
上
滞
納

　

⇓
利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ
】

　

未
納
期
間
に
応
じ
て
、
利
用
者

負
担
が
３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

⇒⇒

2020年４月末時点

●第１号被保険者数の推移
第１号被保険者

上記のうち75歳以上

高齢化率

2019年度末2000年度末

8,606人

16,057人

4,887人

20．4％

32．1％11,146人
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決
算
審
査
と
は

問合せ　監査委員事務局（☎026‐248‐9022）

　

審
査
書
類
や
決
算
の
計
数
は
正

確
で
、
予
算
の
執
行
は
適
正
で
し

た
。
基
金
の
運
用
も
適
正
で
し
た
。

　

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
は
基

準
を
下
回
り
、
財
政
運
営
上
の
問

　

７
月
２
日
か
ら
７
月
20
日
の
間
、

鰐
川
晴
夫
代
表
監
査
委
員
と
西
澤

え
み
子
監
査
委
員
が
審
査
を
行
い
、

８
月
17
日
に
市
長
に
報
告
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
・
特
別
会
計

【
歳
入
】

▼
公
金
の
運
用
、
管
理
に
つ
い
て

　

現
金
・
預
金
は
、
計
画
的
、
効

率
的
な
運
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
市
税
等
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

　

収
入
未
済
額
は
、
前
年
度
よ
り

縮
減
し
、
収
納
率
も
向
上
し
て
い

ま
す
。

▼
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

　

今
後
も
、
処
分
を
行
お
う
と
す

る
市
の
債
権
を
十
分
に
調
査
し
て
、

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
歳
出
】

　

各
種
団
体
へ
の
負
担
金
・
補
助

金
・
交
付
金
が
慣
例
的
な
支
出
に

な
ら
な
い
よ
う
、情
勢
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
、必
要
性
妥
当
性
な
ど
か

ら
見
直
し
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
特
別

 

会
計
】

　

給
付
の
推
測
は
難
し
い
で
す
が
、

今
後
も
予
算
の
適
切
な
管
理
、
効

率
的
な
運
用
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

【
繰
越
額
（
金
）
お
よ
び
基
金
】

　

繰
越
額
の
前
年
度
比
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
で
増
加
、
一

般
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で

は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
国
民
健
康
保
険
基
金

で
減
少
、
一
般
会
計
、
介
護
給
付
費

準
備
基
金
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

監
査
委
員
が
、
市
の
決
算
書
な

ど
を
確
認
し
、
予
算
執
行
や
会
計

処
理
が
適
正
で
効
率
的
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、
須
坂
市
監
査
基
準
な

ど
に
基
づ
き
審
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
各
基
金
が
適
正
に

運
用
さ
れ
て
い
る
か
審
査
し
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

審
査
と
は

　

監
査
委
員
が
、
市
財
政
の
健
全

化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）
お
よ

び
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
を

審
査
し
ま
す
。

各
会
計
決
算
の
結
果
は
適
正

監
査
委
員
の
意
見
（
抜
粋
）

２
０
１
９
年
度
決
算
審
査
報
告

2019年度決算審査意見書

■2019年度決算状況の報告

■
水
道
事
業
会
計

▼
財
務
分
析
数
値
は
、
総
収
支
比

率
が
前
年
度
よ
り
向
上
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
一
層

の
効
率
化
や
、
人
材
確
保
お
よ
び

育
成
と
、
老
朽
化
し
た
施
設
な
ど

の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
が
急
務
と

言
え
ま
す
。

▼
資
金
不
足
比
率
は
、
流
動
資
産

が
流
動
負
債
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
資
金
不
足
が
直
ち

に
発
生
す
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
引
き
続
き
注
意
を
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　

財
務
分
析
数
値
で
は
、
固
定
比

率
も
負
債
比
率
も
前
年
度
よ
り
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り
被
災
し

た「
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
千
曲
」
の
復
旧

に
か
か
る
負
担
金
も
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
事
業
の
効

率
的
な
運
用
と
経
営
の
一
層
の
健

全
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
宅
地
造
成
事
業
会
計

　

資
金
不
足
比
率
は
、
現
時
点
で

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
安
定
し

た
経
営
の
た
め
に
既
存
の
宅
地
売

却
を
進
め
、
事
業
会
計
の
今
後
の

あ
り
方
を
引
き
続
き
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　各会計の決算や財政健全化判断比率等に対する審査意見書の詳細は、市ホームページでご覧いただ

けます。　

題
は
な
く
、
資
金
不
足
比
率
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

■2011～19年度財政力指数と経常収支比率の推移

【財政力指数】１に近い（１を超える）ほど、毎年必要
なお金を自力で調達できていることになります。

【経常収支比率】経常的収入の何％を、毎年必ず払わ
なければいけないお金に充てているのかを示すもの。
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公
務
員
の
方
へ

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

須
高
地
域
の
医
療
を
守
ろ
う
義

援
金

新型コロナウイルス感染防止策の徹底

会食、飲み会における感染リスク

高齢者や持病がある方など重症化リスクが高い方

人権への配慮

●基本的な感染防止策（身体的距離の確保、人と接する場合はマスクの着用、手洗い、手

指の消毒、「３つの密」を避ける）を継続し、「新しい生活様式」を定着させ、「うつらない」（自

分を守る）、「うつさない」（周囲を守る）、「ひろげない」（地域を守る）ための行動をお願い

します。

　また、他県から来訪した方にも周知を図り、行動を呼びかけてください。

●発熱や風邪などの症状がある場合には外出を控え、「新型コロナウイルス感染症対策長野

県民手帳」などを活用し、自分の健康観察を行い、自己の行動歴の記録などしておいてく

ださい。

●会食や飲み会における感染が増加していることを踏まえ、会食などに際しては飛
ひ ま つ

沫や接

触感染が起きやすい多人数による実施や、長時間におよぶ会食、大声を出す行動を控える

など、感染リスクが高い行動を避けてください。

　また、「新型コロナ対策推進宣言」の実施など感染防止策を講じている飲食店などの利

用を推奨します。

●ご家族や周囲に高齢者や持病のある方など重症化リスクの高い方がいらっしゃる場合に

は、「ウイルスをうつさない」意識を持って行動をお願いします。

　また、病院や高齢者施設、障がい者施設においては、重症になりやすい患者や利用者の

安全を守る上で、外部からウイルスを持ち込まないことが特に重要です。

　施設の指示に従い、お見舞いや面会は、症状のない方も含めてできるだけ控えてくださ

い。

●患者・感染者・医療機関や福祉施設などで治療などに携わっている方々、交通機関や物

流など市民生活の維持に必要な業務に従事されている方々やその家族に対し、人権侵害が

起きないよう、行動してください。

　また、感染拡大している地域に居住する方々や該当地域と行き来されている方々に対し、

不当な差別的扱いや誹
ひ ぼ う

謗中傷を行わないようお願いします。

●誰もが感染する可能性があるという意識を持って、感染者などの気持ちに寄り添い、治

療を終えた方などが安心して日常生活に戻ってくることができる地域・社会をつくりま

しょう。

　

「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
」
は
公
務
員
の
方
の

み
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
だ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
10
月
15

日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２

６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
治
療
や
感
染
拡
大
防

止
活
動
に
従
事
す
る
須
高
地
域

の
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
を
支

援
す
る
義
援
金
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
、

２
５
８
万
６
９
３
０
円
（
９
月

18
日
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
こ
ち
ら

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐

２
４
８
‐
９
０
０
０
）

市民の皆さんへ

⇒
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新型コロナウイルスとインフルエンザの同時
流行を防止するために予防接種を受けましょう

接
種
期
間　

10
月
１
日
㈭
～
令
和

３
年
１
月
31
日
㈰

対　

象　

▼
接
種
日
に
65
歳
以
上

の
方
▼
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

の
疾
病
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
の
方

自
己
負
担　

１
２
０
０
円
（
一
人

１
回
限
り
）

実
施
場
所　

▼
須
坂
市
・
小
布
施

町
・
高
山
村
の
医
療
機
関
▼
県
内

の
協
力
医
療
機
関

※
対
応
し
て
い
な
い
医
療
機
関
も

あ
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
事
前
に
医
療
機

関
に
必
ず
確
認
・
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

※
須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村

以
外
で
接
種
す
る
方
は
事
前
に
健

康
づ
く
り
課
（
窓
口
６
番
・
本
庁

舎
１
階
）
に
、
予
診
票
を
受
け
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定

期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
お
知
ら
せ

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
お
知

ら
せ

子
ど
も
・
妊
婦
・
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

予防接種

　

市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
傾
向
の
状
況
を
鑑
み
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種

助
成
対
象
者
を
拡
大
・
追
加
（
令
和

２
年
度
に
限
る
）
し
て
い
ま
す
。

接
種
期
間　

10
月
１
日
㈭
～
令
和

３
年
１
月
31
日
㈰

対　

象　

▼
生
後
６
カ
月
～
高
校

３
年
生
ま
で
の
者
▼
妊
娠
し
て
い

る
者
▼
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

助
成
金
額　

１
２
０
０
円
（
１
接

種
に
つ
き
）

※
通
知
と
予
診
票
は
、
市
内
の
小

学
校
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
に
は
学
校
か
ら
配
布

し
ま
し
た
。
市
外
の
小
学
校
・
中

学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

高
校
生
（
対
象
年
齢
者
）
・
未
就
学

児
・
妊
娠
し
て
い
る
者
・
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
に
は
、
郵
送
し
ま

し
た
。
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
希

望
す
る
方
は
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
任
意
の
予
防
接
種（
希

望
者
が
自
己
負
担
で
接
種
）
だ
っ

た
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
、

定
期
の
予
防
接
種
に
な
り
ま
す
。

対　

象　

▼
令
和
２
年
８
月
１
日

生
ま
れ
以
降
の
お
子
さ
ん

※
令
和
２
年
８
月
１
日
～
９
月
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん
へ
は
、
予
診
票

を
郵
送
し
ま
し
た
。
10
月
生
ま
れ

以
降
の
お
子
さ
ん
へ
は
出
生
届
時

に
予
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

※
対
応
し
て
い
な
い
医
療
機
関
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
医
療
機

関
に
必
ず
確
認
・
予
約
し
て
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
に

は
、
平
成
17
年
５
月
か
ら
接
種
の

積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
年
齢

ご
と
に
順
次
接
種
勧
奨
を
再
開
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
18
歳
に

な
る
お
子
さ
ん
と
９
歳
に
な
る
お

子
さ
ん
に
２
期
の
接
種
勧
奨
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◎
10
月
10
日
㈯
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」で
す
。
皆
さ
ん
も
目
の
愛
護
デ
ー
を
き
っ
か
け
に
目
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

は
、
日
本
脳
炎
１
期
の
接
種
履
歴

を
母
子
手
帳
で
確
認
い
た
だ
き
、

３
回
の
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
場

合
は
、
早
め
に
接
種
を
済
ま
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
２
期
の
予
診
票
は
、
18
歳
に

な
る
年
に
順
次
発
送
し
ま
す
。

※
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳

を
お
持
ち
の
上
、
健
康
づ
く
り
課

（
窓
口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
優
先
的
な
接
種
対
象
者

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
令
和
２
年

度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
優
先
的
な
接
種
対
象
者
が
次
の

と
お
り
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
65
歳
以
上
の
方
な

ど
（
定
期
接
種
対
象
者
）で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
10
月
１
日
㈭
か
ら
接
種

を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
10

月
26
日
㈪
ま
で
接
種
を
お
待
ち
い

た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
あ
く
ま
で
協
力
の
お
願
い
で
す
。

必
要
な
方
は
10
月
１
日
㈭
か
ら
接

種
で
き
ま
す
。
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問合せ　▼商品券に関すること…須坂商工会議所（☎026‐214‐2140）

　　　　▼事業に関すること…商業観光課（☎026‐248‐9005）

新型コロナウイルス感染症対策

須坂市プレミアム付商品券を発行（販売）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
市
の
経
済
が
疲

弊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
費
活

動
を
促
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
事
を
目
的
に
、
須
坂
市
内

の
店
舗
な
ど
で
利
用
で
き
る
お
得

な
商
品
券
で
す
。

販
売
額　

１
冊
５
０
０
０
円
（
額

面
７
５
０
０
円
）

１
冊
の
内
容　

１
０
０
０
円
５
枚

と
５
０
０
円
５
枚
の
商
品
券

発
行
総
額
（
予
定
）　

５
億
４
千
万

円
（
７
万
２
千
冊
）

応
募
条
件　

　

「
須
坂
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」（
以
下
、
商
品
券
）
に
応
募
で
き

る
の
は
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る

方
の
み
で
す
。

応
募
方
法　
　

　

往
復
は
が
き
に
▼
郵
便
番
号
▼

住
所
▼
氏
名
▼
ふ
り
が
な
▼
日
中

連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
▼
購
入

希
望
冊
数（
上
限
20
冊
）を
明
記
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
一
人
に
つ
き
１
通
で
お

願
い
し
ま
す
。

※
往
復
は
が
き
以
外
は
一
切
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

使
用
期
間　

11
月
１
日
㈰
～
令
和

３
年
１
月
31
日
㈰

取
扱
店　

市
内
お
よ
び
近
隣
市
の

登
録
店
舗

※
今
月
の
『
広
報
須
坂
』と
一
緒
に

配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

須
坂
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
と
は

応
募
（
郵
送
）
先

〒
３
８
０
‐
８
７
８
２

長
野
中
央
郵
便
局
留

須
坂
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

務
局

応
募
期
間　

10
月
１
日
㈭
～
15
日

㈭
（
期
間
中
消
印
有
効
）

※
往
復
は
が
き
の
書
き
方
は
下
記

の
記
入
例
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
品
券
が
購
入
で
き
る
方

　

発
行
予
定
数
７
万
２
千
冊
ま
で

は
、
は
が
き
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
予
定
数
を
超
え
た

場
合
は
、
超
え
た
日
の
受
け
付
け

分
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

購
入
の
可
否
の
発
表　

　

10
月
21
日
㈬
ま
で
に
返
信
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

商
品
券
購
入
の
可
否

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
あ
ら
か
じ

め
購
入
日
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
商
品
券
が
購
入
で
き
る

方
は
、
返
信
は
が
き
に
指
定
さ
れ

た
日
時
、
場
所
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
指
定
購
入
日
に
購

入
で
き
な
い
場
合
は
、
予
備
日
に

購
入
で
き
ま
す
が
、
混
雑
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
指
定
購
入
日
で
の
購

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
品
券
の
購
入
方
法

【
持
ち
物
】　

▼
手
元
に
届
い
た
返

信
は
が
き
▼
商
品
券
の
代
金

【
指
定
購
入
日
】

日　

時　

▼
10
月
25
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
５
時
▼
26
日
㈪
～
30
日

㈮
正
午
～
午
後
３
時
、
午
後
４
時

～
７
時

場　

所　

須
坂
市
北
部
体
育
館

【
予
備
日
】

日　

時　

10
月
31
日
㈯
、
11
月
１

日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　

所　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
３
階

商
品
券
の
使
用
期
間
と
取
扱

店
な
ど

さ
い
。

商
品
券
で
購
入
で
き
な
い
も
の

▼
金
券
類
（
商
品
券
、
ビ
ー
ル
券
、

図
書
券
、
切
手
な
ど
）
や
タ
バ
コ

な
ど
、
定
価
以
外
の
販
売
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
も
の

▼
医
療
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

一
部
負
担
金
（
処
方
箋
が
必
要
な

医
薬
品
を
含
む
）

▼
公
共
料
金
の
支
払
い

▼
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

そ
の
他
の
注
意

▼
商
品
券
は
使
用
期
間
中
に
必
ず

使
用
し
て
く
だ
さ
い

▼
商
品
券
を
現
金
化
す
る
こ
と
や

払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん

▼
券
面
の
金
額
に
満
た
な
い
使
用

の
場
合
お
釣
り
は
で
ま
せ
ん

※
商
品
券
に
関
す
る
詳
細
は
、
須

坂
商
工
会
議
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

商
品
券
を
購
入
す
る
た
め
に

ま
ず
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い

7,500円の商品券を5,000円で販売します

▲往信面（オモテ）　▲返信面（ウラ）

●往復はがきの書き方

▲返信面（オモテ）　▲往信面（ウラ）



子育て

産後ケア事業を利用して　　　　
自分のペースで子育てしましょう

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

　　　　▼保健センター（☎026‐248‐9023）

産
後
ケ
ア
事
業
の
紹
介

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

遅
ら
せ
な
い
で
！
子
ど
も
の

予
防
接
種
と
乳
幼
児
健
診

　

須
坂
市
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
環

境
を
整
え
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
出
産
や
子
育
て
は
、

不
安
を
感
じ
や
す
い
で
す
。
出
産

の
経
験
が
あ
る
方
で
も
、
上
の
お

子
さ
ん
を
育
児
し
な
が
ら
赤
ち
ゃ

ん
を
お
世
話
す
る
こ
と
は
、
ま
た

違
っ
た
大
変
さ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

不
安
な
と
き
は
、
産
後
ケ
ア
事

業
を
利
用
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

出
産
後
の
育
児
や
産
後
の
身
体

の
回
復
に
不
安
の
あ
る
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
が
、
医
療
機
関
や
助

産
所
で
、
お
母
さ
ん
の
体
調
に
合

わ
せ
た
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
育

児
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

利
用
で
き
る
方

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
お
母
さ
ん

と
生
後
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に
該
当
す

る
場
合

▼
出
産
後
の
身
体
の
回
復
に
不
安

が
あ
る

▼
育
児
に
不
安
が
あ
る

▼
そ
の
他
、
産
後
の
経
過
に
応
じ

た
休
養
な
ど
が
必
要

▼
ご
家
族
な
ど
の
援
助
が
受
け
ら

れ
な
い

利
用
の
種
類

▼
デ
イ
ケ
ア
（
日
帰
り
）

▼
宿
泊
ケ
ア

利
用
日
数

　

原
則
と
し
て
７
日
間
（
継
続
し

て
保
健
指
導
が
必
要
な
場
合
は
、

７
日
を
超
え
て
利
用
で
き
ま
す
。
）

デ
イ
ケ
ア
と
宿
泊
ケ
ア
を
、
組
み

合
わ
た
利
用
も
で
き
ま
す
。

※
宿
泊
ケ
ア
の
１
日
と
は
、
利
用

開
始
し
た
そ
の
日
を
い
い
、
１
泊

２
日
を
利
用
す
る
場
合
は
、
利
用

日
数
は
２
日
と
な
り
ま
す

※
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
、
無
料
で
す
。

利
用
で
き
る
施
設

　

須
坂
市
内
お
よ
び
近
隣
の
医
療

機
関
や
助
産
所
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
施
設
に
よ
っ
て
対
応
可
能
な

月
齢
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
健
康

づ
く
り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
上
の
お
子
さ
ん
も
一
緒

に
利
用
で
き
る
医
療
機
関
や
助
産

所
も
あ
り
ま
す
。
利
用
で
き
る
施

設
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　

事
前
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
（
窓
口
６
番
・
本

庁
舎
１
階
）
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
や
乳
幼
児
健
診
は
、

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
予
定
通
り
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

乳
幼
児
健
診
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
受
付
時
間
を
予
約
制
に

変
更
し
ま
し
た
。
対
象
の
方
に

は
、
事
前
に
受
付
時
間
や
持
ち

物
の
変
更
、
体
調
確
認
を
お
電

話
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
当
日
は
、
感
染
予
防
対

策
と
し
て
、
検
温
や
手
指
消
毒

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
体
重
測
定
や
発

達
に
関
す
る
相
談
、
離
乳
食
や

歯
科
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
来
所

前
に
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

デイケア

宿泊ケア

利用料金（お母さんとお子さん

１人分）税込み

１日：3,000円

（双子以上の場合、お子さん 1

人につき2,000円加算）

１日：7,500円×利用日数

（双子以上の場合、お子さん 1

人につき3,000円加算）

2020年10月号・15・



2020年10月号 ・16・

問合せ　各園または子ども課（☎026‐248‐9026）

保育園・認定こども園・
私立幼稚園の入園受付のお知らせ

子育て

令和３年度

　

第
１
希
望
の
園
か
ら
「
支
給
認

定
申
請
書
」
や
「
入
園
申
込
書
類
」

な
ど
を
受
け
取
り
、
必
要
書
類
に

記
入
し
て
入
園
申
し
込
み
受
付
日

時
に
第
１
希
望
の
園
に
申
し
込
み

ま
す
。
申
込
書
類
な
ど
は
10
月
９

日
か
ら
配
布
し
ま
す
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
）
。

※
利
用
定
員
を
超
え
た
場
合
は
利

用
調
整
し
ま
す
。
ご
希
望
の
保
育

園
な
ど
に
入
園
で
き
な
い
場
合
が

　

須
坂
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
就

労
し
て
い
る
な
ど
の
保
育
が
必
要

な
事
由
が
あ
り
、
市
の
教
育
・
保

育
給
付
認
定
を
受
け
た
方
※

保
育
が
必
要
な
事
由　

◆
保
護
者

の
就
労
（
月
80
時
間
以
上
）
◆
母
親

の
妊
娠
、
出
産
（
産
後
３
カ
月
ま

で
）
◆
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

◆
家
族
の
介
護
、
看
護
◆
３
歳
未

満
児
の
保
育　

な
ど

※
教
育
・
保
育
給
付
認
定
を
受
け

る
に
は
、
「
支
給
認
定
申
請
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
市
民
税
所
得
割
額
や

保
育
の
必
要
量
（
標
準
時
間
・
短
時

間
）な
ど
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ

り
、３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
の

お
子
さ
ん
と
、
０
歳
児
か
ら
２
歳

児
ク
ラ
ス
で
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
お
子
さ
ん
の
利
用
料
は
無
償
で

す
。
た
だ
し
、
副
食
費
（
保
育
所
給

食
費
）
は
月
額
４
５
０
０
円
の
実

費
負
担
と
な
り
ま
す
。（
公
立
）

　

私
立
保
育
園
の
副
食
費
は
各
園

で
定
め
て
い
ま
す
。
金
額
は
各
保

育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園

私
立
幼
稚
園

　

月
額
２
万
５
７
０
０
円
ま
で
無

償
で
す
。
預
か
り
保
育
は
、
保
育
の

必
要
性
の
認
定
を
受
け
た
子
に
限

り
月
額
１
万
１
３
０
０
円
（
日
額

４
５
０
円
）
ま
で
無
償
で
す
。
副
食

費
の
他
、
園
に
よ
っ
て
バ
ス
代
や

施
設
管
理
費
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

　

各
園
と
も
入
園
手
続
き
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
各
園
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
で
き
る
方

申
し
込
み
手
続
き

保
育
料

入
園
手
続
き
方
法

入
園
料
・
保
育
料

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
第
３
希
望

ま
で
希
望
す
る
保
育
園
な
ど
を
見

学
し
ま
し
ょ
う
。
見
学
に
行
く
場

合
は
、
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

　

産
休
の
終
了
な
ど
就
労
の
予
定

が
わ
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
妊
娠

中
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

育
休
復
帰
な
ど
で
入
園
が
５
月

以
降
で
あ
っ
て
も
、
令
和
３
年
度

内
で
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、

11
月
の
入
園
申
し
込
み
受
付
日
時

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
か
ら
入
園
ま
で

保
育
園
の
見
学
、申
込
書
類
の
準
備

受
付
日
～
11
月
13
日　

新
規
の
認

定
申
請
・
入
園
申
し
込
み

２
月　

利
用
決
定
通
知
な
ど
発
送

入
園
説
明
後

４
月
上
旬　

入
園
式

11
月
～
令
和
３
年
１
月

認
定
・
入
園
基
準
審
査
、
各
園
の

入
園
調
整

【入園申し込み時の注意事項】
◎受付場所は第１希望の保育園、認定こども園です。
◎新型コロナウイルス感染防止のため、公立保育園の申し込みは今年度は各園での受付に変更になり
　ます。
◎園によっては整理券を配ったり、受付時間を区切ったりする場合がありますので、ご承知おきくだ
　さい。基本的な感染症対策をされた上でお出かけください。
◎受け入れ年齢は各保育園にお問い合わせください。また受け入れ予定数は９月１日時点での目安で
　あり、保育士の雇用状況などにより変動することがあります。
◎入園申し込み受付日時に都合が悪い場合は、第１希望の園に連絡の上、11月13日㈮までにお申し込
　みください。

⇒⇒⇒⇒

保
育
園
の
見
学
を
し
ま
し
ょ
う

年
度
途
中
か
ら
保
育
園
を
利
用

す
る
予
定
の
方



2020年10月号・17・

入園を予定しているお子さんと一緒にお越しください。

■幼稚園（私立）

■保育園

須坂東部（高橋町）

 7:30～18:30 245‐1665

11月５日㈭
9:00～12:00

11月５日㈭
14:00～16:00

11月６日㈮
9:00～12:00

11月６日㈮
14:00～16:00

電話番号
（市外局番026）

入園申し込み
受 付 日 時

受け入れ
年    齢

開園時間
（延長時間含む）

受け入れ予定数

保育園名（町名）

みつばち（塩川町）

上高井（本上町）

豊洲（小河原町）

11月４日㈬
14:00～16:30

私
立

 7:00～19:00

 7:30～18:30

 7:30～19:00

産休明け

６カ月～

産休明け

246‐2110

213‐4140

245‐1041

公
立

高甫（野辺町）

須坂（東横町）

豊丘（豊丘町）

相之島（相之島町）

日野（塩川町）

井上（幸高町）

北旭ケ丘（北旭ケ丘町）

須坂千曲（中島町）

仁礼（仁礼町）  7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～19:00

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～18:30

 7:30～19:00

６カ月～

６カ月～

６カ月～

６カ月～

６カ月～

６カ月～

６カ月～

６カ月～

６カ月～

６カ月～

やすらぎ（本郷町）  7:00～19:00
産休明け
～２歳児

247‐0160

さかた山風の子
（坂田町）

 7:00～19:00 産休明け 248‐8920

 ０人   ３人　 ８人

 ６人　 ３人　 ９人

 ０人　 ３人　 17人

　　　　　　　 ８人

 ２人　 ５人　 17人

 ８人　 12人　 23人

 ６人　 ９人　 13人

 12人　 ５人　 12人

 ９人　 ９人　 ５人

 ０人　 ３人　 13人

 28人　 18人　 16人

 ２人　 ７人　 22人

 ３人　 ５人　 12人

 ２人　 ４人　 10人

 22人　 ９人　 10人 248‐2192

245‐4041

245‐0485

245‐4094

246‐0975

248‐2118

245‐4154

245‐1841

245‐0645

４、５
歳  児

３歳児 ３歳未
満  児

入園申し込み
受 付 日 時

■認定こども園

電話番号
（市外局番026）

受け入れ
年齢

開園時間
（延長時間含む）

区分

教育認定

教育認定

３歳児～

３歳児～

245‐0012

245‐2753

10月６日㈫～

保育認定

保育認定

６カ月～

２歳児～
11月４日㈬
14:00～16:30

10月７日㈬
7:30～17:30

11月５日㈭
9:00～11:30

私
立

マリアこども園、

分園（春木町）

須坂双葉幼稚園

（屋部町）

 ６人　 20人

 ０人　 ２人　 18人

 ０人　 30人

 ０人　 ５人　 18人

園名
（町名）

受け入れ予定数

４、５
歳  児

３歳児 ３歳未
満  児 

 電話番号
（市外局番026）

送迎バス延長時間保育時間定員幼稚園名（町名）

 7:30～8:30
 15:00～18:30

 なし 245‐1007

214‐9717

有

無

8:30～15:30
 （通年）

8:30～15:00
 （通年）

  80人

 150人

泉園（常盤町）

山びこ（南原町）

 7:30～18:30

 7:30～18:30



2020年10月号 ・18・

ごみ処理

10月は「ごみ減量強化月間」

問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

「４R」を心がけてごみを減らそう！

　

普
段
何
気
な
く
ご
み
を
捨
て
て

い
ま
せ
ん
か
。
ご
み
の
処
理
に
は

多
額
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
約
４
億
９
千

万
円
の
費
用
が
掛
か
り
ま
し
た
。

市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

約
９
７
０
０
円
負
担
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

一
日
に
出
す
ご
み
の
量
を
都
道

府
県
別
一
人
当
た
り
で
算
出
す
る

リ
フ
ュ
ー
ズ
（R

e
f
u
s
e

）　

 

　

不
要
な
物
は
も
ら
わ
ず
断
る
こ
と
。

▼
レ
ジ
袋
や
割
り
箸
な
ど
を
も
ら

わ
な
い
。

▼
買
い
物
の
際
、
安
い
か
ら
と
言

っ
て
必
要
以
上
に
買
わ
な
い
。

リ
デ
ュ
ー
ス(

R
e
d
u
s
e
)

　

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
。

▼
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は
詰
め
替
え

で
き
る
商
品
を
選
ぶ
。

▼
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
う
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

｢

４
Ｒ｣

を
実
践
し
よ
う

食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
自
宅
で
料
理
す
る
機

会
が
増
え
て
い
る
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
家
庭
で
の
食
べ
残
し
、

作
り
過
ぎ
、
賞
味
期
限
切
れ
な
ど

の
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、
次

の
行
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
１
日
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
レ
ジ
袋
が
全
国
一
律
で
有
料
化

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
の

一
環
で
あ
り
、
レ
ジ
袋
以
外
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
も
減
ら
す
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
お
買
い
物
に
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

な
い
こ
と
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
減
ら
す
行
動
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
、
長
野
県
民
一
人
当
た
り
８
１

１
ｇ
（
２
０
１
８
年
度
実
績
）で
、

５
年
連
続
日
本
一
少
な
い
で
す
。

　

須
坂
市
で
は
、
一
人
当
た
り
７

５
８
ｇ
で
県
全
体
の
平
均
よ
り
少

な
く
、
県
内
19
市
中
７
番
目
で
す
。

●
可
燃
ご
み
量

　

須
坂
市
で
は
、
10
年
前
よ
り
可

燃
ご
み
の
量
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
数
年
は
増
減
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
（
上
記
グ
ラ
フ
参
照
）
。

　

ご
み
の
中
に
は
古
紙
や
プ
ラ
容

器
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ご
み
減
量
強
化
月
間
」
の
今
月

は
、
い
つ
も
よ
り
高
い
意
識
を
持

っ
て
ご
み
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
次

の
４
Ｒ
で
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

2018年度

10,581ｔ

207.9㎏

●可燃ごみ

11,000 210

10,000

（ｔ） （㎏）

205

2019年度

10,554ｔ

208.4㎏

2009年度

11,011ｔ

209.1㎏

2017年度

10,518ｔ

205.4㎏

須坂市の全体

須坂市の全体

市民一人当たり

市民一人当たり

▼
生
ご
み
を
捨
て
る
際
は
水
を
切

っ
て
乾
燥
さ
せ
る
。

リ
ユ
ー
ス(

R
e
u
s
e
)

　

　

繰
り
返
し
使
う
こ
と
。

▼
必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲
る
。

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
市
の
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
を
利
用
す
る
。

▼
壊
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
捨
て
ず

に
修
理
し
て
使
う
。

リ
サ
イ
ク
ル(

R
e
c
y
c
l
e
)

　

　

使
え
な
く
な
っ
た
物
を
原
料
と

し
て
作
り
変
え
る
こ
と
。

▼
資
源
を
分
別
す
る
。

▼
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
。

▼
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
購
入
す
る
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
使
用
す
る

こ
と
は
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
一
環

で
す
。

【
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
行
動

 

例
】

▼
買
い
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中
身

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

▼
必
要
以
上
に
買
い
過
ぎ
な
い
。

▼
賞
味
期
限
が
近
い
食
品
か
ら
使

う
。

▼
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
作
る
。

▼
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
料
理
は
別

の
料
理
に
作
り
変
え
る
。
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市長の

いきいき
　　通信

大
坂
な
お
み
選
手
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
大
坂
な
お
み

選
手
が
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。
大
坂
選
手
の

活
躍
は
と
て
も
嬉
し
く
、
大
坂
選
手
の
言
動
な
ど
か
ら
私
は
多
々

学
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
青
春
」と
い
う
詩
（
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
作
・
山
宗
久
訳
）が

あ
り
ま
す
。
こ
の
詩
に
は
、「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な

く
、
心
の
持
ち
方
を
言
う
。
た
く
ま
し
い
意
志
、
豊
か
な
想
像
力
、

燃
え
る
情
熱
を
さ
す
。
青
春
と
は
怯き

ょ
う
だ懦

さ
を
退
け
る
勇
気
、
安
易

に
振
り
捨
て
る
冒
険
心
を
意
味
す
る
。
」と
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、こ
の
詩
は
高
齢
者
を
励
ま
す
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

22
歳
の
大
坂
選
手
の
言
動
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
「
青
春
」
の
詩
そ

の
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
坂
選
手
は
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
な
っ
た
後
に
低
迷
し

ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
が
自
分
を
成
長
さ
せ
、
テ
ニ
ス
だ
け
で
な

く
、
コ
ー
ト
を
離
れ
た
人
間
と
し
て
も
成
長
し
、
「
私
は
成
長
し

た
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
試
合
結
果
と
照
ら
し

合
わ
せ
た
り
、
対
戦
相
手
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に
集

中
す
る
。
全
米
オ
ー
プ
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
入
場
時
に
着
け
て
い

た
黒
マ
ス
ク
の
思
い
を
問
わ
れ
る
と
、
声
高
に
主
義
主
張
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
「
伝
え
た
か
っ
た
の
は
よ
り
疑
問
に
思
う
と
い
う

こ
と
。
み
ん
な
が
議
論
を
始
め
て
く
れ
た
ら
い
い
」
と
深
い
哲
学

的
な
回
答
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
坂
選
手
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

　

行
政
相
談
は
、
公
平
・
中
立
の

立
場
か
ら
、
行
政
相
談
委
員
が
役

所
（
国
・
県
・
市
）
の
仕
事
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
お
よ
び
相
談
事
を
、

お
聴
き
す
る
相
談
窓
口
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
事
に
関
し
て
関
係
機
関
に
伝

え
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
し

ま
す
。

　

須
坂
市
に
は
、
行
政
相
談
委
員

２
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
小
林　
　

敏
さ
ん　

（
相
森
町
）

▼
麻
相
田　

泉
さ
ん　

（
井
上
町
）

▼
医
療
保
険
・
年
金
、
雇
用
、
道

路
、
社
会
福
祉
、
交
通
機
関
な
ど
、

行
政
分
野
の
幅
広
い
苦
情
や
要
望
、

相
談
事
が
あ
る
と
き
。

▼
多
数
の
機
関
が
関
係
し
処
理
が

【
電
話
相
談（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）】

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

※
夜
間
や
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、

留
守
番
電
話
で
の
対
応
と
な
り
ま

す
。

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
で
は
、
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
☎

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
を
財
源
と

す
る
（
公
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活

用
し
て
、
西
町
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
、

い
す
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
ン
ト
、
物
置

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。
（
９
月
２
日
）

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
公
会

堂
備
品
を
整
備

　

偶
数
月
第
１
木
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
『
広
報
須
坂
』

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
例
年
、
行
政
相
談
週
間
中
に
市

内
で
特
設
行
政
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
が
、
今
年
度
は
開
設
さ
れ

ま
せ
ん
。

行
政
相
談
と
は

総
務
省
の
行
政
相
談

定
例
行
政
相
談
所

こ
ん
な
と
き
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

10
月
19
日
～
25
日
は

「
行
政
相
談
週
間
」

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

行
政
相
談

進
ま
な
い
。

▼
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
。

▼
行
政
職
員
が
顔
見
知
り
の
た
め

相
談
し
に
く
い
。

０
２
６
‐
２
３
５
‐
１
１
０
０
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
相
談
】　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w
w
.
s
o
u
m
u
.

g
o
.
j
p
/
m
a
i
n
_
s
o
s
i
k
i
/
h
y
o
u
k

a
/
s
o
u
d
a
n
.
h
t
m
l

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
相
談
を
受
け
た
内
容
は
、

行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生

か
さ
れ
ま
す
。
行
政
に
関
す
る
困

り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



2020年10月号 ・20・

木 金 土

■多重債務無料相談会☎217-0009
と　き　27日㈫　10:00～17:00
ところ　北信消費生活センター（長野市）
問合せ　北信消費生活センター（要予約）

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　20日㈫　10:00～12:00
ところ  人権交流センター
問合せ　人権同和政策課（要予約）

メモ

2

9

16

23

3

17

24

1

8

15

22

10

 5

29

  

講 １歳６カ月児健康診査

（P32）

健

30 31

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　28日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター
        （本庁舎２階）　

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月～金曜日　8:30～17:15
ところ　子ども課（東庁舎１階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月～金曜日　8:30～17:15
ところ　学校教育課（東庁舎１階）

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月～金曜日　9:00～17:00
ところ・問合せ　政策推進課
　　　　　　　（本庁舎２階、要予約）

■日本政策金融公庫相談会☎245-0031
ところ・問合せ　須坂商工会議所

■年金相談☎244-4100（代表）
と　き　月～金曜日、第２土曜日
ところ・問合せ　長野北年金事務所
　　　　　　　（長野市、要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈭　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　８日㈭、22日㈭ 13:00～16:00
ところ　須坂市生涯学習センター
　　　　（旧須坂市中央公民館）　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　21日㈬　13:30～
ところ　シルバー人材センター

■結婚相談☎214-2994
と　き　４日㈰、18日㈰、11月１日㈰
        9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■行政書士無料相談☎245-0031
と　き　26日㈪　13:30～16:00
ところ　須坂商工会議所（要予約）

講

健

イ

市外局番…（026）

健

イ ハロウィン衣装づく

り（P28）

児童・生徒作品展

（～25日）（P28）

３歳児健康診査（P32）

もぐもぐ離乳食講座

（P32）

うつ病の方の家族教室

（P30）

３カ月児健康診査

（P32）

・「国勢調査インター

ネット回答ブース開設」

豊丘地域公民館　9:00～11:30

・「国勢調査インター

ネット回答ブース開設」

豊洲地域公民館　9:00～11:30

仁礼コミュニティー

センター（10:00～）

パ

ハロウィンＺＯＯ

（～11月１日）（P39）

人形博物館ハロウィンパー

ティー（～11月１日）（P28）

伊能ウォークで須坂

の発見（P35）

イ

動物園「秋の動物園ま

つり」（～11日）（P39）

散文詩展示会（～24日）

（P29）

イ

イ

イ

イ
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10月

2020年

日 月 火 水

…休日緊急診療室

…各種健康診査など

…イベント情報など

…各種講座・教室

…おでかけパソコン相談室

健

講

診

イ

パ

4

11

18

25

 6

13

 

7

14

2119

12

 5

26 27

20

28

 1  2  3  4

診

診

診

信州医療センター

動物園「須坂市民感

謝デー」（P39）

信州医療センター

ハロウィン衣装づく

り（P28）

信州医療センター

信州医療センター

ハロウィン衣装づく

り（P28）

障がい者マレットゴ

ルフ大会（P29）

不登校・ひきこもり

講演会（P30）

診

診

税金などの納期限
※詳細は上段をご覧
ください。

信州医療センター

ブックリサイクル市

（P24）

  

『須坂市家庭の日』

かみかみ離乳食講座
（P32）

税金などの納期限
納期限･口座振替日

11月２日㈪

市・県民税（普通徴収）……３期

国民健康保険税（普通徴収）…４期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…４期

介護保険料（普通徴収）……７期

２歳児健康相談（P32）

講 人権問題学習会（P31）人権啓発ＤＶＤ上映

会（P29）

１歳児健康相談（P32）

イ

健

健

イ

・「国勢調査インター

ネット回答ブース開設」

仁礼コミュニティセンター

9:00～11:30、13:00～15:00

Ｊアラート訓練放送

（P26）

イ

イ

イ

イ

講

イ

イ 信州須坂図書館まつ

り2020（～11月８日）

（P24）

イ



2020年10月号 ・22・

健　康

尿中塩分測定をして
食生活を見直しましょう

申込・問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

な
ぜ
塩
分
の
取
り
過
ぎ
で
血

圧
は
上
が
る
の
？

減
塩
教
室
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

減
塩
の
取
り
組
み

塩
分
摂
取
量
を
調
べ
て
み
ま

せ
ん
か

　

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧

に
つ
な
が
る
要
因
の
一
つ
で
す
。

高
血
圧
を
放
置
し
て
い
る
と
、
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病

と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
自
身
の
一
日

の
塩
分
摂
取
量
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
予
想
以
上
に
塩
分
を
取
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

塩
分
摂
取
量
を
測
定
し
て
、
食

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
間
の
体
液
の
塩
分
濃
度
は
、

0.9
％
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

塩
分
を
取
り
過
ぎ
る
と
喉
が
渇

き
、
水
な
ど
を
飲
む
こ
と
で
体
液

の
塩
分
濃
度
を
0.9
％
に
調
整
し
ま

す
。
そ
の
た
め
血
液
量
が
増
え
、

血
管
に
圧
が
か
か
り
血
圧
が
上
が

り
ま
す
。

と
き
・
内
容　

▼
10
月
16
日
㈮
…
血
圧
と
減
塩

▼
11
月
17
日
㈫
…
味
覚
と
減
塩

▼
２
０
２
１
年
１
月
15
日
㈮
…
減

塩
の
実
践

各
日
と
も
午
前
９
時
45
分
～
11
時

定　

員　

15
人

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

方　

法　

尿
を
採
っ
て
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
ま
す
。

※
結
果
は
、
後
日
個
別
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

提
出
期
限 

２
０
２
１
年
１
月
29
日
㈮

検
査
料　

無
料

※
事
前
に
検
査
方
法
の
説
明
と
検

査
物
品
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
渡
し
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
減
塩
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
毎
月
17
日
は
「
減
塩
の
日
」
】

　

毎
月
17
日
（
休
日
の
場
合
は
前

の
平
日
）
に
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ロ

ビ
ー
で
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入

減
塩
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

◀「
良よ

し
お塩

く
ん
」と「
う
す
あ
人じ

ん

」日本高血圧学会2019

～１日の塩分摂取量を調べてみませんか～

「
塩
分
摂
取
量
」と
「
減
塩
の

意
識
」
と
の
関
係

　

令
和
元
年
度
須
坂
市
尿
中
塩
分

測
定
を
受
け
た
方
の
う
ち
、
減
塩

を
意
識
し
て
い
る
割
合
は
全
体
の

75
％
で
し
た
。
し
か
し
、
結
果
を

み
る
と
、
一
日
分
の
摂
取
量
は
男

性
で
は
83
％
、
女
性
で
は
93
％
の

方
が
目
標
値
よ
り
多
く
塩
分
を
摂

取
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

で
き
る
減
塩
商
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

【
「
お
い
し
い
減
塩
レ
シ
ピ
」
の
発
行
】

　

一
人
分
が
塩
分
１
ｇ
以
下
で
作

れ
る
レ
シ
ピ
を
毎
月
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

減
塩
が
続
か
な
い
方
、
減
塩
の

方
法
を
知
り
た
い
方
も
自
宅
で
作

っ
て
、
味
覚
の
チ
ェ
ッ
ク
に
も
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

【
減
塩
相
談
】

　

管
理
栄
養
士
が
塩
分
と
カ
ロ
リ

ー
を
計
算
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■令和元年度須坂市尿中塩分測定から
　１日の塩分目標値に対する割合

女性

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

7.5g以上…111人（83％）男性

6.5g以上…394人（93％）

6.5g未満…28人（7％）

7.5g未満…23人（17％）

■１日の塩分目標値（18歳以上）

男性

女性

（『日本人の食事摂取基準２０２０』より）

目標値
須坂市尿中塩分
測定（平均値）

6.5g未満

9.9g

9.5g

※高血圧の方の目標値は６g未満

　

塩
分
を
控
え
る
代
わ
り
に
風
味

や
香
り
、
う
ま
味
を
使
っ
て
食
事

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
酸
味
…
レ
モ
ン
な
ど
▼
香
辛
料

…
カ
レ
ー
粉
、
バ
ジ
ル
な
ど
▼
香

り
…
ニ
ン
ニ
ク
、
ハ
ー
ブ
な
ど
▼

う
ま
味
…
昆
布
茶
、
か
つ
お
節
な
ど

※
こ
れ
ら
の
食
材
も
、
取
り
過
ぎ

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
減
塩
お
助
け
食
材
」を
取
り

入
れ
て
み
ま
し
ょ
う

7.5g未満



2020年10月号・23・

健　康

ウォーキングで健康に

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

～手軽にできる健康づくりを始めてみませんか～

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
全
身
に
効

く
有
酸
素
運
動

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
基
礎
代
謝
を

向
上
さ
せ
、
肥
満
の
改
善
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
の
予
防
あ
る
い
は
改

善
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
脳

へ
の
血
流
を
増
や
し
脳
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
認
知
症
予
防
に

も
な
り
ま
す
。

　

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
、

１
日
８
千
歩
歩
く
こ
と
が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
10
分
で
お
よ
そ
千
歩
に
相
当
し
、

距
離
に
す
る
と
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
な
り
ま
す
。
普
段
よ
り
10
分

プ
ラ
ス
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

足
腰
に
痛
み
の
あ
る
方
、
持
病

を
お
持
ち
の
方
は
主
治
医
に
相
談

し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

複
数
人
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
際

に
は
周
囲
の
人
と
２
メ
ー
ト
ル
程

度
の
距
離
を
確
保
し
、
感
染
予
防

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
姿
勢
を
測
定
し
て
み
ま

せ
ん
か

千
曲
市
・
坂
城
町
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
め
ぐ
る
出
会
い
旅

使
え
る
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
（
オ

ン
ラ
イ
ン
同
時
開
催
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い

　

機
械
に
向
か
っ
て
歩
く
だ
け
で

歩
行
年
齢
や
歩
行
時
の
癖
が
分
か

り
ま
す
。
自
身
の
歩
行
姿
勢
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
16
日
㈮
午
前
９
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

測
定
で
分
か
る
こ
と

●
歩
行
年
齢
●
速
度
年
齢
●
バ
ラ

ン
ス
年
齢
●
姿
勢
年
齢

※
歩
行
年
齢
な
ど
は
18
歳
以
下
は

表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

婚
活
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
＆
セ
ミ
ナ
ー

結
婚
支
援

申
込
・
問
合
せ　

㈱
共
立
プ
ラ
ニ
ン
グ
（
☎
０
２
６
‐
２
３
８
‐
８
８
６
０
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
市
内

26
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
プ
を

使
っ
て
、
紅
葉
散
策
や
史
跡
巡
り

な
ど
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
健
康

づ
く
り
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各

地
域
公
民
館
、
須
坂
市
観
光
協
会

な
ど
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

正
し
い
姿
勢
で
歩
く
こ
と
は
運

動
効
果
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

け
が
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

長
野
圏
域
８
市
町
村
（
長
野
市
、

須
坂
市
、
千
曲
市
、
坂
城
町
、
高

山
村
、
信
濃
町
、
小
川
村
、
飯
綱

町
）
合
同
で
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
各
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ビ
デ
オ
会
話
ツ
ー
ル「Z

O
O
M

」を

使
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
男
性

参
加
者
は
前
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
練

習
会
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・

23
日
㈪
（
希
望
す
る
日
を
選
択
）

対　

象　

25
～
39
歳
の
独
身
男
性

で
、
長
野
圏
域
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
（
女
性
は
長
野
圏
域
外
に

在
住
の
方
）

定　

員　

各
回
、
男
女
各
７
人

※
下
記
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を
優
先

し
ま
す
。

参
加
費　

２
千
円
（
振
込
手
数
料

は
参
加
者
負
担
）

申
込
方
法　

下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
専
用
ホ
ー
ム

と　

き　

10
月
31
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

L
i
g
h
t
 
h
o
u
s
e

（
長
野

市
）

講　

師　

婚
活d

e

八
ヶ
岳
推
進
委

員
会
（
４
人
）

内　

容　

▼
第
一
印
象
を
ア
ッ
プ

す
る
に
は
▼
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
▼
結
婚
へ
の
心
構
え
▼

オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
の
心
構
え
▼
オ

ン
ラ
イ
ン
体
験

対　

象　

長
野
圏
域
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
独
身
男
性

定　

員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
29
日
㈭

ペ
ー
ジ
）
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
２
日
㈪



2020年10月号 ・24・

イベント

信州須坂図書館まつり 2020
期間　10月27日㈫～11月８日㈰ 申込・問合せ　市立須坂図書館（☎026‐245‐0784）

開館時間　火～金曜日※　午前９時～午後７時

　　　　　土・日・祝　　午前９時～午後５時

※毎月最終金曜日は休館になります。月曜日が祝

　日の場合、次の平日が休館になります。

おはなし

　　びっくり箱

とき・ところ　11月７日㈯午前10時～11時30分　旧上高井郡役所２階多目的ホール

内　容　わらべうたや手遊び、大型絵本や紙芝居などの楽しい読み聞かせ

対　象　幼児～小学校低学年程度の子どもとその保護者、おはなしや読み聞かせに興

　　　　味のある方

出　演　おはなしボランティアの皆さん

定　員　40 人

■申込不要のイベント

イベント名など 内　　容

■事前申込が必要なイベント ※申込方法…開館時間中に、電話か館内のカウンターでお申し込みください。
イベント名など 内　　容

ブックリサイクル市

リサイクル本や除籍

した本をひとり20冊

まで無料で配布しま

す。（絵本は３冊まで）

とき・ところ　11月１日㈰午前９時～午後１時　剣道場（図書館南）

定　員　200人（抽選）　※１時間の完全入替制（滞在50分＋入替10分）で行います。

抽選申込期間　10月７日㈬～11日㈰ 

※１家族３人まで応募できます。重複しての応募はご遠慮ください。

抽選結果　10月20日㈫までに郵送でお知らせします。当選された方は、必要事項を記入

　　　　　の上、11月１日㈰の指定された時間にお越しください。

おとなのため

　　　　の朗読会

とき・ところ　11月14日㈯午後１時30分～３時　生涯学習センター３階ホール

内　容　『銀河鉄道の夜』（宮沢賢治）ほか

出　演　今井理恵子さん（（一社）日本朗読検定協会認定エルダー・プロフェッサー）、

　　　　須坂りんどうの会、須坂あかりの会

定　員　38 人（抽選）

申込期間　10月７日㈬～11日㈰　※抽選結果は11月２日㈪までに郵送でお知らせします。

段ボールで作る

かみしばい舞台

（ワークショップ）

とき・ところ　11月21日㈯午前10時～11時30分　旧上高井郡役所２階多目的ホール

講　師　ながはり朱実さん（イラストレーター・紙芝居作家）

材料費　500円（当日講師へお支払いください）

持ち物　30㎝以上の直定規（お持ちの方）

対　象　親子やおはなしボランティアなど、どなたでも参加できます。

定　員　40人（先着順）　　

申込期間　10月７日㈬～23日㈮

【読書の秋はイベント盛りだくさん！】

　新型コロナウイルスの感染拡大防止策を講じながら開催します。来館・

来場の際は、マスクの着用・手指の消毒などのご協力をお願いします。

各イベントの詳細は、図書館ホームページをご覧ください。

（右のＱＲコードから接続できます。） ▲市立須坂図書館公式キャラクター

　ぶっくるーと本のぽんちゃん

おうちで楽しく

　　　　　ＤＩＹ

初心者でも簡単に作れるものから、中・上級者向けのものまで、さまざまなものづく

りの本を大特集。秋の夜長にレッツトライ！

本の中の図書館

図書館をテーマにした作品を集めました。　

（『海の見える街』畑野智美 著、『戦場の秘密図書館』マイク・トムソン 著、『としょか

んライオン』ケビン・ホークス 著、『図書の修理　とらの巻』　など）

本　の　特　集　の　展　示　・　貸　し　出　し



ヒ
ン
ト
…
６
ペ
ー
ジ

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
上
の

あ
て
先
へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

10
月
20
日
㈫
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

ー問題ー

２
５
３
〇
７
０
０
１
万
円

２
０
１
９
年
度
須
坂
市
一
般
会

計
の
歳
入
は
？

市

イ

ク

報

ズ

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

て
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

（
石
塚
さ
ん　

41
歳
）

●
須
坂
に
は
魅
力
的
な
場
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
で

地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ウ
サ
ギ

　

学
校
の
ウ
サ
ギ
小
屋
が
使
え
な

い
期
間
が
あ
り
、
わ
が
家
で
預
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
病

気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
図
書
館
で

ウ
サ
ギ
の
飼
い
方
を
勉
強
し
ま
し

た
。

　

ウ
サ
ギ
は
暑
さ
に
弱
く
、
夜
行

性
で
す
。
夜
ウ
サ
ギ
が
い
る
部
屋

を
の
ぞ
く
と
、
窓
際
か
ら
外
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。
朝
に
な
る
と
、

夜
い
た
場
所
に
ふ
ん
が
落
ち
て
い

ま
し
た
。
窓
際
を
ト
イ
レ
と
思
い
、

外
を
眺
め
て
い
た
の
か
な
と
思
う

と
か
わ
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

 

（
小
林
さ
ん　

44
歳
）

●
ウ
サ
ギ
を
預
か
っ
た
こ
と
、
事

前
に
勉
強
し
た
こ
と
な
ど
、
小
林

さ
ん
の
優
し
さ
が
伝
わ
る
お
便
り

で
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
安
心
で
き
る
の
か

　

友
だ
ち
と
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
、

終
わ
っ
て
か
ら
食
事
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、
今
は
コ
ロ
ナ
で
会

え
ま
せ
ん
。

　

い
つ
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て
会

え
る
の
か
…

　
　
　
　

 

（
小
西
さ
ん　

69
歳
）

●
正
し
い
知
識
で
、
し
っ
か
り
感

染
予
防
し
て
、
少
し
ず
つ
い
ろ
ん

な
こ
と
を
楽
し
み
め
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
。
新
し
い
生
活

様
式
で
行
動
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

新
米

　

新
米
の
時
季
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
味
に
は
敏
感
で
な
い
私
で

も
、
新
米
の
お
い
し
さ
に
は
感
動

し
ま
す
。

　

今
年
も
新
米
が
楽
し
み
で
す
！

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　

卵
か
け
ご
は
ん
さ
ん　

31
歳
）

●
新
米
は
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感

と
甘
味
が
特
徴
で
、
本
当
に
お
い

し
い
で
す
ね
。
他
に
も
旬
の
も
の

が
出
回
り
ま
す
が
、
食
べ
過
ぎ
に

は
注
意
し
な
が
ら
食
欲
の
秋
を
楽

し
み
た
い
で
す
ね
。

メ
ダ
カ
と
水
槽

　

知
人
か
ら
メ
ダ
カ
の
稚
魚
を
い

た
だ
き
し
た
。
捨
て
よ
う
か
迷
っ

て
い
た
水
槽
を
引
っ
張
り
出
し
て

飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

夜
に
照
明
を
点
け
て
観
察
す
る

と
、
活
発
に
泳
ぐ
の
で
、
見
て
い

て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

遠
く
の
孫
に
見
せ
た
い
な
。
水

槽
捨
て
な
く
て
良
か
っ
た
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

　
　
　
　
　

み
の
虫
さ
ん
67
歳
）

●
生
き
物
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る

と
面
白
い
こ
と
や
新
し
い
発
見
が

あ
り
ま
す
ね
。
お
孫
さ
ん
に
メ
ダ

カ
を
見
せ
た
ら
、
き
っ
と
喜
ぶ
と

思
い
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

生
涯
現
役

　

今
年
３
月
に
退
職
し
ま
し
た
。

身
体
は
至
っ
て
健
康
な
の
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
し
て
い
る
の

で
す
が
、
70
過
ぎ
て
の
就
活
の
難

し
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

　

三
木
市
長
と
同
じ
年
な
の
で
、

私
も「
生
涯
現
役
」を
旗
印
に
、
明

日
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
通
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

ぴ
ー
か
ん
さ
ん　

71
歳
）

●
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
ぴ
ー

か
ん
さ
ん
は
と
て
も
元
気
と
思
い

ま
す
。
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
暑
い

　

今
年
の
暑
さ
は
異
常
で
す
。
70

過
ぎ
の
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も

き
つ
い
。
お
盆
が
過
ぎ
た
の
で
少

し
は
気
温
が
下
が
る
か
と
…
。

　

９
月
に
な
っ
て
も
暑
い
。

 

　

　

（
井
田
さ
ん　

72
歳
）

●
例
年
お
盆
が
過
ぎ
る
と
少
し
ず

つ
気
温
が
下
が
っ
て
き
ま
す
が
、

今
年
は
本
当
に
暑
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
気
温
が
下
が

り
寒
暖
差
が
出
て
き
ま
す
の
で
、体

調
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
元
を
活
性
化

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
へ
の
不
安
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
普
段

あ
ま
り
行
か
な
い
近
場
の
観
光
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
地
元
の
活
性
化
に
役
立

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

～９月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

2020年10月号・25・

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　�

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

�

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

わかる
かな？
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須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

情報ファイル情報ファイル
須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月1日を除く)

月月月情報ファイル 101010

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
で
「
須
坂
」
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

政
策
推
進
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、イ
ベ
ン
ト
や
催
し
、

講
座
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
に
関
し
て
は
主
催

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
結
婚
に
伴
う
住
居
費
・
引
越

　
費
を
補
助
し
ま
す

対　

象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
世
帯

▼
２
０
２
０
年
１
月
１
日
～
２
０

２
１
年
３
月
15
日
ま
で
に
婚
姻
▼

婚
姻
日
の
夫
婦
の
年
齢
が
34
歳
以

下
▼
夫
婦
の
合
計
所
得
が
３
４
０

万
円
未
満
（
奨
学
金
を
返
済
し
て

い
る
場
合
は
、
年
間
返
済
額
を
所

得
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
申
請
時

に
無
職
の
方
は
、
所
得
な
し
で
算

出
し
ま
す
）
▼
夫
婦
と
も
に
須
坂

市
に
住
所
が
あ
る
▼
対
象
の
住
居

が
須
坂
市
に
あ
る

※
こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
費
用　

①
新
居
の
購
入
費
②

新
居
の
家
賃
（
敷
金
や
礼
金
、
共
益

費
も
含
む
）
③
引
越
業
者
や
運
送

業
者
に
支
払
っ
た
引
越
費
用

●
爆
音
機
使
用
時
の
お
願
い

　

ス
ズ
メ
・
カ
ラ
ス
・
サ
ル
な
ど

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防

止
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
爆
音
機

の
爆
発
音
に
関
し
て
、
例
年
、
周
辺

住
民
か
ら
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
爆
音
機
以
外

の
対
策
を
す
る
か
、
使
用
時
は
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
住
居
か
ら
直
線
距
離
２
０
０
ｍ

以
内
の
位
置
で
使
用
し
な
い
。

▼
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
間
は

使
用
し
な
い
。

▼
近
隣
に
住
宅
が
あ
る
場
合
は
、
朝

早
い
時
間
帯
の
使
用
を
自
粛
す
る
。

●
全
国
地
域
安
全
運
動

　
10
月
11
日
㈰
～
20
日
㈫

　

警
察
と
地
域
住
民
、
行
政
、
事

業
者
な
ど
が
連
携
し
て
安
全
安
心

●
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　
令
和
３
年
産
の
収
入
保
険
掛

　
け
金
を
補
助
し
ま
す

　

令
和
３
年
産
収
入
保
険
の
加
入

申
し
込
み
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

収
入
保
険
は
農
業
収
入
の
減
少

を
補
償
す
る
保
険
で
、
自
然
災
害

に
よ
る
減
収
の
ほ
か
、
市
場
価
格

の
低
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
伴
う
経
済
情
勢
の

悪
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
３
年
産
に
限
り
、

加
入
者
が
負
担
す
る
掛
け
捨
て
保

険
料
の
80
％
（
限
度
額
…
認
定
農

業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
７
万
円
、

そ
の
他
農
業
者
５
万
円
）
を
補
助

し
ま
す
。
（
掛
け
金
の
内
訳
は
、
掛

け
捨
て
保
険
料
＋
積
立
金
＋
付
加

保
険
料
で
、
積
立
金
は
脱
会
時
に

返
還
さ
れ
ま
す
。
）

　

加
入
（
補
助
申
請
）を
検
討
、
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

長
野　

北
信
支
所
（
☎
２
１
９
‐
２

な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
全
国

で
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　

「
日
本
一
安
全
・
安
心
な
信
州
を
目

指
し
て
」

【
犯
罪
被
害
の
防
止
】

　

地
域
の
協
力
で
、
特
に
子
ど
も
や

女
性
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
特
殊
詐
欺
に
注
意
】

　

家
の
電
話
は
常
に
留
守
番
電
話

に
設
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

●
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

　
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
通
じ
て
、
防
災
行
政

無
線
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
７
日
㈬
午
前
11
時

放
送
内
容　

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
。
」

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

※
費
用
の
対
象
期
間
は
２
０
２
０
年

１
月
１
日
～
２
０
２
１
年
３
月
15
日

補
助
額　

①
～
③
の
合
算
額
（
上

限
30
万
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

８
９
３
）ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
加
入
に
は
青
色
申
告
の
実
績
が

１
年
以
上
必
要
で
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）



2020年10月号・27・

 

市外局番…（026）

◎
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ
う
じ
（
76
・
５
Ｆ
Ｍ
）
の
番
組
内
の
「
健
康
長
寿
発
信
都
市
須
坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
か
ら
」
に
市
長
が
出
演
し
ま
す
。　

放
送
日
時 

10
月
28
日
㈬
午
後
０
時
15
分
頃
～
（
約
15
分
）

●「
第
４
回
創
成
フ
ェ
ア
」に
関

　
す
る
お
知
ら
せ

　

10
月
31
日
㈯
開
催
の
「
第
４
回

創
成
フ
ェ
ア
」は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、

在
校
生
の
家
族
に
限
定
し
て
公
開

し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

長
野
県
須
坂
創
成
高
校

（
☎
２
４
５
‐
０
１
０
３
）

●
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　
ン
ジ
周
辺
地
区
開
発
説
明
会

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
お
よ
び
今
後

の
予
定
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

と 

き 

▼
10
月
21
日
㈬
▼
22
日
㈭

両
日
と
も
午
後
７
時
～
８
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

井
上
小
学
校
体
育
館

内　

容　

▼
道
路
整
備
に
関
す
る
こ
と

▼
造
成
計
画
に
関
す
る
こ
と
（
株

式
会
社
長
工
よ
り
説
明
）

※
立
地
企
業
や
建
築
に
関
す
る
説

●
介
護
し
て
い
る
方
へ
慰
労
金

　
を
支
給
し
ま
す

●
大
腸
が
ん
検
診
の
未
使
用
検 

　
査
容
器
の
回
収
に
ご
協
力
を

　

11
月
27
日
㈮
ま
で
の
大
腸
が
ん

検
診
で
、
検
査
容
器
を
使
用
し
な

か
っ
た
方
は
、
11
月
30
日
㈪
ま
で

の
返
却
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
場
所　

▼
健
康
づ
く
り
課
（
窓

口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）
▼
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
消
化
器
検
診
実
施
会
場

※
検
診
実
施
会
場
に
は
、
検
診
日

当
日
の
午
前
９
時
ま
で
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

●
来
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
ブ
登
録
申
請
が
始
ま
り
ま
す

対
象
児
童　

市
内
に
居
住
す
る
小

学
校
お
よ
び
須
坂
支
援
学
校
の
来

年
度
１
年
生
～
６
年
生
に
な
る
留

守
家
庭
児
童

申
込
期
間　

10
月
15
日
㈭
～
11
月
30
日
㈪

申
込
方
法　

各
地
域
児
童
ク
ラ
ブ

　

10
月
25
日
㈰
～
11
月
12
日
㈭
に

開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
第
33
回

信
州
須
坂
大
菊
花
展
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

●
第
33
回
信
州
須
坂
大
菊
花
展

　
中
止
の
お
知
ら
せ

募
　
　
　

集

●
す
ざ
か
子
ど
も
読
書
ち
ゃ
れ

　
ん
じ
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
募
集

　

「
う
ま
く
書
け
た
！
」
、「
誰
か
に

紹
介
し
た
い
！
」
と
い
う
思
い
が

つ
ま
っ
た
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
カ

ー
ド
を
選
考
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
市
立
須
坂
図
書
館
で
紹
介

し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
27
日
㈫
～
11
月

９
日
㈪

応
募
方
法　

市
内
の
小
学
校
お
よ

び
市
立
須
坂
図
書
館
で
配
布
す
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
設
置
し
て

あ
る
応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

●
笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル

　
休
館
の
お
知
ら
せ

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
と
機
能

分
散
型
総
合
博
物
館
の
分
館
と
し

て
整
備
す
る
た
め
、
11
月
１
日
㈰

か
ら
２
０
２
１
年
６
月
30
日
㈬
ま

で
休
館
し
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

対　

象　

▼
２
０
２
０
年
８
月
１
日
現
在
市

内
在
住
で
、
２
０
１
９
年
８
月
１

日
か
ら
２
０
２
０
年
７
月
31
日
ま

で
に
３
カ
月
以
上
被
介
護
者　

と

同
居
し
て
介
護
し
て
い
る
方

▼
別
居
し
て
い
る
被
介
護
者
を
そ

の
自
宅
で
３
カ
月
以
上
介
護
し
て

い
て
、
同
居
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
認
め
ら
れ
る
方
（
入
院
・
施
設
入

所
期
間
は
除
き
ま
す
）

　

被
介
護
者
と
は
…
▼
要
介
護
認

定
者
（
要
介
護
３
以
上
）
▼
重
度
心

（※）

（※）

身
障
害
児
（
者
）（
３
歳
以
上
）

申
請
方
法
・
提
出
期
限

▼
地
区
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
が

申
請
書
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

▼
一
部
の
方
に
は
申
請
書
を
直
接

郵
送
し
ま
す
の
で
、
10
月
30
日
㈮

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
期
限
は
厳
守
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
が
手
元
に
届
か
な
い
、

対
象
と
な
る
か
不
明
な
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
時
期　

12
月
中
旬

申
請
・
問
合
せ　

▼
要
介
護
認
定
者
（
要
介
護
３
以
上
）

に
関
す
る
こ
と
…
高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

▼
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
（
３
歳

以
上
）
に
関
す
る
こ
と
…
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他　

▼
駐
車
場
は
井
上
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
上
履
き
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

▼
筒
先
を
住
宅
地
に
向
け
な
い
。

▼
で
き
る
限
り
、
音
の
間
隔
を
空

け
て
設
定
す
る
。

▼
音
量
調
整
に
配
慮
す
る
。

▼
使
用
期
間
は
必
要
最
小
限
と
す

る
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
は
10
月
15
日
㈭
か
ら

各
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
と
学
校
教
育

課
で
配
布
し
ま
す
。

必
要
書
類　

▼
須
坂
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
登

録
申
請
書

▼
就
労
証
明
書
（
同
居
し
て
い
る

家
族
で
就
労
し
て
い
る
方
全
員
分
）

▼
延
長
登
録
申
請
書

▼
利
用
料
減
免
申
請
書

※
就
労
証
明
書
は
、
保
育
園
申
込

用
の
コ
ピ
ー
で
も
可
と
し
ま
す
が
、

必
ず
ご
自
身
で
コ
ピ
ー
の
上
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）



広
告
欄

2020年10月号 ・28・

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

行

事
・

催

し

●
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
イ

　
ベ
ン
ト

入
館
料　

３
０
０
円

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
衣
装
づ
く
り
】

　

フ
ェ
ル
ト
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

ハ
ト
メ
を
使
っ
た
縫
わ
な
い
衣
装

づ
く
り
で
す
。
女
の
子
は
ダ
ブ
ル

ト
ッ
プ
ス
と
ラ
ウ
ン
ド
ス
カ
ー
ト

の
衣
装
、
男
の
子
は
海
賊
の
衣
装

を
作
り
ま
す
。

と　

き　

▼
10
月
11
日
㈰
▼
17
日

㈯
▼
25
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

午
後
１
時
30
分
～
４
時

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
入
館
料
別
途
）

定　

員　

各
回
６
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

各
回
の
１
週
間
前
ま

で【

人
形
博
物
館
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
】

と　

き　

▼
10
月
31
日
㈯
▼
11
月

●
市
有
地
の
入
札
を
行
い
ま
す

　

市
有
地
お
よ
び
建
物
２
件
の
一

般
競
争
入
札
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

【
物
件
１
】

所
在
地　

大
字
野
辺
１
７
８
３
番

４土　

地　

宅
地
、
１
６
１
・
98
㎡

建　

物　

木
造
瓦
葺
平
家
建
（
平

成
６
年
２
月
築
）
、
66
・
39
㎡

最
低
売
却
価
格　

５
０
５
万
１
千

円
【
物
件
２
】

所
在
地　

大
字
須
坂
１
０
９
２
番

１
４
４

土　

地　

宅
地
、
１
８
８
・
77
㎡

建　

物　

木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板

葺
２
階
建
（
平
成
５
年
３
月
築
）
、

１
０
４
・
49
㎡

最
低
売
却
価
格　

８
１
０
万
９
６

０
０
円

入
札
資
格　

次
に
該
当
し
な
い
方

▼
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
の
規
定

▼
未
成
年

▼
市
長
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た

方受
付
期
間　

10
月
１
日
㈭
～
30
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日

の
み
）
に
財
政
課
（
本
庁
舎
２
階
）

で
入
札
参
加
申
込
書
を
受
け
付
け

ま
す
。

現
地
説
明
会　

10
月
23
日
㈮

▼
物
件
１
…
午
前
10
時

▼
物
件
２
…
午
後
３
時

入
札
日 

11
月
４
日
㈬
午
後
３
時
～

※
物
件
は
現
状
有
姿
で
の
譲
渡
と

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

財
政
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
情
報

　

レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
所
属
の
山

岸
夢
歩
選
手
（
南
原
町
）が
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

と
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
へ
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
こ
ろ

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
長
野
市
）

【
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
】

▼
第
20
節　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

と　

き　

10
月
７
日
㈬
午
後
７
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
22
節　

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸

戦と　

き　

10
月
18
日
㈰
午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
24
節　

カ
タ
ー
レ
富
山
戦

と　

き　

10
月
31
日
㈯
午
後
３
時

キ
ッ
ク
オ
フ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
】

▼
第
13
節　

日
体
大
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

Ｓ
横
浜
戦

と　

き　

10
月
10
日
㈯
午
後
３
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
14
節　

Ｆ
Ｃ
十
文
字
Ｖ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｕ
Ｓ
戦

と　

き　

10
月
17
日
㈯
午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

▼
第
16
節　

バ
ニ
ー
ズ
京
都
Ｓ
Ｃ

戦と　

き　

11
月
１
日
㈰
午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

※
詳
細
は
パ
ル
セ
イ
ロ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
接
続
で
き

ま
す
）

問
合
せ　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

事
務
局
（
☎
２
４
４
‐
７
７
８
０
）

※
日
・
月
曜
日
、
祝
日
は
定
休
日

●
児
童
・
生
徒
作
品
展

　「
あ
ゆ
み
展
」「
上
高
井
郡
市

　
展
覧
会
」

と　

き　

▼
24
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
５
時
▼
25
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

【
あ
ゆ
み
展
】　

　

須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村

の
特
別
支
援
学
級
や
須
坂
支
援
学

校
で
学
ぶ
児
童
・
生
徒
の
作
品
展

示
。
両
日
と
も
午
後
１
時
～
３
時

に
は
、
手
作
り
製
品
を
販
売
し
ま

す
。

【
上
高
井
郡
市
展
覧
会
】　

　

須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村
の

小
・
中
学
生
の
作
品
（
図
画
工
作
や

美
術
、
技
術
家
庭
、
習
字
）
を
展
示

し
ま
す
。

問
合
せ　

▼
あ
ゆ
み
展
…
森
上
小
学
校

（
☎
２
４
５
‐
０
２
３
６
）

▼
上
高
井
郡
市
展
覧
会
…
日
滝
小

学
校
（
☎
２
４
５
‐
０
２
０
３
）



2020年10月号・29・

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

広
告
欄

◎
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
） ●

須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
イ

　
ベ
ン
ト

入
館
料　

３
０
０
円

【
収
蔵
品
展

「
き
も
の
の
も
よ
う
～
矢
羽
根
模
様
～
」
】

　

大
正
か
ら
昭
和
の
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
着
物
の
「
模
様
」
に
焦
点
を
当
て

て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
模
様
で
も
色
や
デ
ザ
イ
ン

な
ど
で
印
象
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
幾
何
学
模
様
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

期　

間　

11
月
11
日
㈬
ま
で

※
10
月
９
日
㈮
か
ら
展
示
内
容
を

変
更
し
ま
す
。

【
１
か
ら
香
り
袋
作
り
体
験
】

　

「
香
り
袋
作
り
」を
、
古
布
を
縫

う
と
こ
ろ
か
ら
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

▼
10
月
18
日
㈰
▼
24
日

㈯
午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
入
館
料
別
途
）

定　

員　

各
日
５
人
（
要
予
約
・

先
着
順
）

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

問
合
せ　

須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

（
☎
２
４
６
‐
６
４
７
４
）

※
休
館
日
は
木
曜
日

●
須
坂
版
画
美
術
館
イ
ベ
ン
ト

　
な
ど

入
館
料　

３
０
０
円

【
『
版
芸
術
』
の
作
家
た
ち
（
展
示
会
）
】

　

昭
和
10
年
ご
ろ
、
版
画
同
人
誌

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
『
版
芸
術
』は
東
京

で
発
刊
さ
れ
た
全
国
区
の
同
人
誌

で
す
。

　

当
館
の
収
蔵
品
で
、
『
版
芸
術
』

お
よ
び
そ
れ
に
関
わ
っ
た
作
家
た

ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
24
日
㈫
ま
で

【
木
口
木
版
教
室
】

　

木
口
木
版
と
は
、
輪
切
り
に
し

た
板
を
ビ
ュ
ラ
ン
と
い
う
道
具
で

掘
る
技
法
で
す
。
銅
版
画
に
近
い

精
密
で
繊
細
な
表
現
が
特
徴
で
す
。

と 

き 

▼
10
月
10
日
㈯
▼
11
日
㈰

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

参
加
費　

２
８
０
０
円

定　

員　

10
人
（
要
予
約
）

講　

師　

高
橋
公
一
さ
ん
（
須
坂

版
画
集
団
）

【
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
教
室
】

　

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
と
は
、
孔

●
散
文
詩
の
展
示
会

　「
つ
ば
め
と
公
転
の
ふ
し
ぎ
」

　

動
物
と
植
物
、
毎
日
使
う
機
器
、

そ
し
て
、
人
を
テ
ー
マ
と
し
た
散

文
詩
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　

間　

10
月
10
日
㈯
～
24
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

●
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

と　

き　

10
月
20
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
20
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
す
る
映
画

▼
「
ひ
い
ら
ぎ
と
く
ぬ
ぎ
～
ハ
ン

セ
ン
病
の
歴
史
～
」
…
35
分

▼
「
日
本
国
憲
法
と
部
落
差
別
」
…

17
分

※
そ
れ
ぞ
れ
２
回
上
映
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
障
が
い
者
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

10
月
25
日
㈰
午
後
１
時

～
３
時
30
分

１
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

参
加
費　

１
０
０
円
（
入
館
料
別

途
）

申
込
期
限　

10
月
25
日
㈰

問
合
せ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

※
休
館
日
は
水
曜
日

版
印
刷
の
一
種
で
、
メ
ッ
シ
ュ
状

の
版
に
孔あ

な

を
作
っ
て
、
イ
ン
ク
を

落
と
し
て
印
刷
す
る
技
法
で
す
。

と 

き 

▼
10
月
24
日
㈯
▼
25
日
㈰

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

参
加
費　

３
０
０
０
円

定　

員　

10
人
（
要
予
約
）

講　

師　

池
田
潤
さ
ん
（
版
画
家
）

【
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　

「
お
や
こ
の
ア
ト
リ
エ
」を
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

内　

容　

対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

絵
の
具
の
配
布
や
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
な
ど

日 

程 

▼
10
月
４
日
㈰
▼
17
日
㈯

▼
11
月
７
日
㈯
▼
21
日
㈯

▼
12
月
12
日
㈯
▼
19
日
㈯

▼
２
０
２
１
年
１
月
16
日
㈯
▼
30

日
㈯

▼
２
月
６
日
㈯
▼
27
日
㈯

▼
３
月
６
日
㈯
▼
20
日
㈯

各
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分

※
参
加
可
能
な
日
の
み
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

謝　

礼　

１
回
１
５
０
０
円

申
込
・
問
合
せ 

須
坂
版
画
美
術
館

（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

※
休
館
日
は
水
曜
日

と
こ
ろ　

百
々
川
緑
地
公
園

参
加
費　

無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
障

が
い
者
お
よ
び
須
坂
市
身
障
協
会

会
員

申
込
期
限　

10
月
15
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

身
体
障
害
者
福

祉
協
会（
☎

２
４
８
‐
８
８
８
７
）

※
電
話
は
火
・
木
曜
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

は
期
間
中
終
日
受
け
付
け
ま
す
。

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
市
営
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

（
☎
２
４
８
‐
６
２
２
５
）
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広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

講

座
・

教

室

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室
の

　
お
知
ら
せ

　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な
ら
で
は

の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
病

気
や
本
人
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を

家
族
同
士
で
話
を
し
、
一
緒
に
学

び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
15
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

受
講
料　

無
料

申
込　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個

◎
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

　

温
泉
施
設
を
利
用
し
て
、
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
の
た
め
に
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
体
操
な
ど

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
者
は
当
日
割
引
料
金
で
入

浴
で
き
ま
す
。

開
催
日
時　

11
月
13
日
㈮
～
２
０

２
１
年
３
月
26
日
㈮
の
原
則
第
２
・

４
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
初
回
の
み
午
後
１
時
15
分
～
３
時
）

●
お
達
者
ク
ラ
ブ〈
全
10
回
〉

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室〈
全
10
回
〉

　

健
康
で
若
々
し
い
生
活
を
送
る

た
め
に
、
み
ん
な
で
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
時　

11
月
～
２
０
２
１
年

３
月
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

【
井
上
地
域
公
民
館
】

…
原
則
第
２
・
４
月
曜
日

【
旭
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
】

…
原
則
第
２
・
４
火
曜
日

【
シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
】

…
原
則
第
２
・
４
木
曜
日　

●
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
講
演
会

　

子
育
て
に
関
す
る
講
演
と
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

講　

演
「
学
校
へ
行
く
の
が
ス
ト

レ
ス
に
な
る
の
？
～
現
代
っ
子
の

ス
ト
レ
ス
事
情　

ゲ
ー
ム
・
ネ
ッ

ト
・
ス
マ
ホ
な
ど
～
」

講　

師　

飯
田
俊
穂
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

О
法
人
長
野
県
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
医
師
）

定　

員　

20
人
（
要
申
し
込
み
）

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈮

※
講
演
終
了
後
、
講
師
に
よ
る
個

別
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
、
併
せ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
教
室
・
講
座

【
お
父
さ
ん
の
育
児
講
座
「
す
く

す
く
パ
パ
」
親
子
で
里
山
を
探
検

し
よ
う
㏌
坂
田
山
】

と　

き　

10
月
24
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

坂
田
山
共
生
の
森

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

水
筒
・
帽
子
・
タ
オ
ル

な
ど

定　

員　

家
族
５
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈮

【
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
ヨ
ガ
で
心

を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
聞
く
子
ど
も
へ

の
接
し
方
」
】

と　

き　

10
月
26
日
㈪
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
会
館

講　

師　

跡
部
奈
美
さ
ん

（
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
代
表
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ

ガ
マ
ッ
ト

定　

員　

乳
幼
児
親
子
10
組
（
先

着
順
）

申
込
期
限　

10
月
19
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
６
５
８
８
）

内　

容　

▼
健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
に
よ

る
ス
ト
レ
ッ
チ

▼
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▼
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

な
ど

参
加
費　

１
回
１
５
０
円

対
象
者　

市
内
に
住
民
票
を
有
す

る
65
歳
以
上
の
方
（
６
～
10
月
に

さ
わ
や
か
貯
筋
教
室
に
参
加
し
た

方
は
対
象
外
で
す
）

定　

員　

各
会
場
20
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）な
ど
に

あ
る
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
５
日
㈪
～
16
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
定
員
に
達
し
次
第
申
し
込
み
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

と
こ
ろ　

須
坂
温
泉
古
城
荘

内　

容　

▼
腰
痛
・
膝
痛
予
防
体
操

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
体
操

▼
音
楽
療
法

▼
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

対
象
者　

市
内
在
住
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
（
６
～
10
月

に
お
達
者
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
方

は
対
象
外
で
す
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
１
日
㈭
～
16
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）
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◎
２
０
１
９
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
優
秀
作
品 

…
… 

人
権
は　

皆
が
守
ら
れ　

守
る
も
の　

相
森
中
２
年　

浅
野
珂
生

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

寄 

附 

募 

集

許
可
２
件

【

第
70
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
募
金
】

募
集
責
任
者　

小
栁
邦
義
（
須
高

地
区
保
護
司
会
会
長
）

募
集
金
品
の
額　

90
万
円

期　

間　

10
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

【

令
和
２
年
度
須
坂
市
障
害
児
者

愛
の
募
金
】

募
集
責
任
者　

越
幹
男
（
須
坂
市

は
げ
み
会
会
長
）

募
集
金
品
の
額　

99
万
円

●
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
期
間 

10
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

抽
選
日
時 

10
月
14
日
㈬
午
前
９
時

物　

件　

▼
屋
部
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）
…
１
戸

▼
屋
部
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）
…
２
戸

▼
豊
丘
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）
…
８
戸

▼
境
沢
（
３
Ｋ
Ｂ
）
…
１
戸

▼
西
原
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）
…
１
戸

※
Ｂ
…
浴
槽
な
し　

Ｙ
…
浴
槽
あ
り

申
込
・
問
合
せ　

長
野
県
住
宅
供

給
公
社
須
坂
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
１
４
‐
５
６
２
０
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風

関
連
情
報

●
義
援
金

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
を
支

援
す
る
た
め
に
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
へ
お

届
け
し
ま
す
。

受
付
方
法　

左
記
の
口
座
へ
お
振

り
込
み
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
高

齢
者
福
祉
課
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

口
座
情
報　

八
十
二
銀
行　

須
坂
市
役
所
出
張

所
（
普
）
１
３
２
５
５
８

口
座
名
義　

須
坂
市
台
風
災
害
義

援
金

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

●
下
水
道
へ
の
排
水
の
お
願
い

　

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理

区
終
末
処
理
場
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア

千
曲
）
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
た

め
、
現
在
も
汚
水
を
簡
易
的
な
生

物
処
理
に
よ
り
河
川
に
放
流
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
洗
剤

の
適
量
使
用
な
ど
、
環
境
負
荷
に

配
慮
し
た
下
水
道
の
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
環
境
負
荷
に
配
慮
の
例
】

▼
洗
濯
や
洗
い
物
の
洗
剤
は
適
量

を
使
う
。

▼
固
形
物
（
野
菜
く
ず
な
ど
）は
流

さ
な
い
。

▼
残
っ
た
油
類
（
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
を
含
む
）
や

お
酒
を
流
さ
な
い
。

▼
汚
れ
た
フ
ラ
イ
パ
ン
や
お
皿
は

紙
で
拭
い
て
か
ら
ま
と
め
て
洗
う
。

▼
米
の
と
ぎ
汁
は
庭
や
プ
ラ
ン
タ

ー
な
ど
に
ま
く
。

▼
髪
の
毛
は
排
水
溝
に
流
さ
ず
、

ご
み
箱
に
捨
て
る
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課 

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
８
）

善

意

の

窓

口

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
接
続
で
き

ま
す
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

●
人
権
問
題
学
習
会

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
下
駄
箱

▼
学
習
机

▼
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

【
《
差
し
上
げ
ま
す
》
の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

10
月
７
日
㈬

交
渉
順
位
抽
選
日　

10
月
９
日
㈮

午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
情
報
提
供
者
の
方
は
登
録
後
に

物
品
を
他
の
人
に
譲
る
場
合
は
、

譲
る
前
に
市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

《
寄
附
》　

▼
『
信
濃
蚕
糸
業
史
』
全
３
巻
ほ
か

合
計
21
点
（
文
書
館
の
図
書
な
ど

と
し
て
保
存
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
利
用
に
供
す
る
た
め
）

…
丸
山
文
雄
様

▼
版
画
（
松
原
忠
四
郎
作
）
ほ
か
合

計
20
点
（
須
坂
版
画
美
術
館
の
美

術
作
品
充
実
の
た
め
）

…
内
樹
孝
美
様

と　

き　

10
月
21
日
㈬
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

二
睦
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
松
代
藩
の
『
孫
六
』

に
つ
い
て
」

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

　

９
月
５
日
㈯
臥
竜
公
園
竜
ヶ
池

で
、
救
助
用
ボ
ー
ト
の
取
り
扱
い

お
よ
び
操
船
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
を
教
訓

に
、
昨
年
ま
で
は
第
５
～
７
分
団

が
対
象
で
し
た
が
、
正
副
団
長
を

は
じ
め
、
消
防
団
全
11
個
分
団
か

ら
59
人
が
集
ま
り
、
迅
速
な
災
害

対
応
の
た
め
の
有
効
な
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

●
訓
練
の
対
象
を
全
分
団
に
拡

　
大
し
て
実
施

▲操船訓練の様子

別
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情

報
提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消

し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

期　

間　

10
月
１
日
㈭
～
11
月
15

日
㈰

届
出
１
件

【

令
和
２
年
度
複
十
字
シ
ー
ル
募

金
】

募
集
責
任
者　

竹
前
美
枝
子
（
須

坂
市
結
核
予
防
婦
人
会
会
長
）

募
集
金
品
の
額　

48
万
円

期　

間　

10
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）
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◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

メ
デ
ィ
ア
の
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
で　

家
族
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
つ
く
り
だ
そ
う

広
告
欄

10月４日㈰ まつの木薬局

10月11日㈰ モリキ小布施薬局

10月18日㈰ モリキ須坂墨坂薬局

10月25日㈰ 薬局マツモトキヨシ芝宮前店

11月１日㈰ 山下薬局

11月３日㈷ りぼん薬局

日曜日・祝日の当番薬局

※蔵の町薬局は、11月３日㈷を除

　き、営業します。

※薬局マツモトキヨシ芝宮前店は､

　18日㈰を除き、営業します。

10月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
　確認ください。

※持ち物は各戸に配布している健康カレンダーをご確認いただくか、健康づ
　くり課までお問い合わせください。また、３カ月児健康診査、１歳児健康相
　談、１歳６カ月児健康診査、離乳食講座はバスタオルを、１歳６カ月児健康
　診査、３歳児健康診査はフェイスタオルをお持ちください。
※今後も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を中止・延期する場
　合があります。市ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。
※対象者以外で離乳食講座を受講希望の方は、保健センターにご連絡ください。

【個別予防接種】

四種混合１期初回 生後３カ月～90カ月（７歳半）の前日まで

生後２カ月～60カ月（５歳）の前日まで

生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５カ月～８カ月の前日）

令和２年７月生

令和２年５月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
令和元年10月生

対象年齢

生後12カ月～24カ月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12カ月～36カ月（３歳）の前日まで

平成29年10月生

平成23年10月生

平成21年10月生

生後６カ月～90カ月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎 生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２カ月～９カ月の前日）令和２年８月生

（会場：各医療機関）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

３ カ 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

令和２年７月１日～７月31日生

２（金） 令和２年６月１日～６月30日生

11/６（金）

２　歳　児
健 康 相 談

令和元年９月９日～10月20日生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

平成31年３月26日～４月23日生

１　歳　児
健 康 相 談

【乳幼児健康診査・相談・講座】

20（火）

30（金）

（会場：保健センター）

混雑を避ける

ため、受付時

間を変更して

開催します。

対象者へは個

別にご連絡い

たします。

平成30年10月４日～11月３日生

平成30年９月16日～10月３日生

平成29年９月22日～10月19日生

令和２年４月１日～４月30日生

23（金）

13(火）

11/10（火）

22（木）

1歳6カ月児
健 康 診 査

３　歳　児
健 康 診 査

休日緊急診療室（小児科・内科）

※休日緊急診療室は、須高医師会、

信州医療センター、須高行政事務

組合が共同で運営しています。

と　き　日曜日・祝日

9:00 ～12:00、13:00 ～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※咳、発熱、喉の痛みなど風邪の

症状のある方は、受診前に必ず

電話してください。

各種健康相談

【保健センター健康相談】

電　話　☎248‐9023

と　き　月～金曜日 9:00～16:00

ところ　保健センター　

※来所前にお電話で予約してください。

【悩み無料ダイヤル】

電　話　☎0800‐800‐7223

と　き　月～金曜日 8:30～17:15

【妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」】

電　話　☎213‐6400

と　き　月～金曜日 8:30～17:15

か み か み
離乳食講座

６（火） 令和２年１月１日～１月31日生



　

本
年
度
、
組
織
改
正

に
よ
り
中
央
地
域
公
民

館
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

令
和
の
時
代
と
環
境
に

合
っ
た
公
民
館
の
最
適

化
を
目
指
し
、
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
▼
子
ど
も
た
ち

を
含
め
た
地
域
を
「
つ
な
ぎ
・
つ

な
げ
・
つ
な
が
る
、
そ
し
て
、
つ

な
が
り
・
つ
な
ご
う
」
を
理
念
と

し
て
、
持
続
可
能
で
多
様
な
公
民

館
運
営
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

大
き
く
は
ソ
フ
ト
面
と
し
て
従
来

の
事
業
の
見
直
し
と
精
選
を
行
い
、

ハ
ー
ド
面
で
は
西
館
ガ
レ
ー
ジ
を

「
中
公
亭
」
と
い
う
名
前
で
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ア
ト
リ
エ
や
会
議
室

な
ど
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

日
々
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
▼
コ
ロ
ナ
禍
も
含
め
、

大
き
な
時
代
の
変
化
を
日
々
、
実

感
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
「
新
し
い

生
活
」で
は
、
教
育
・
医
療
・
買
い

物
・
避
難
・
交
流
を
含
め
、
衣
食

住
の
多
く
の
「
も
の
」
や
「
こ
と
」

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
行

わ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
言
語
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
の
使
命
と
し
て
、
少
し
で

も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

一
般
介
護
予
防
事
業
と
し
て「
す

こ
や
か
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
毎
週

２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
指

導
員
や
保
健
師
、
介
助
員
に
よ
る

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
認
知
症

予
防
ゲ
ー
ム
、
世
代
間
交
流
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
旭
ケ
丘
保
育
園
児
、

旭
ケ
丘
小
学
校
児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
と
の
交
流
は
県
内
で
も
珍
し

く
特
徴
の
あ
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
高
齢
者
学
級
や

　

旭
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
平
成
13
年
に
高
齢
者
福
祉
課
の
介

護
予
防
施
設
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
は
生
涯
学
習
推
進
課
の

所
管
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
な
ど
の

事
業
の
他
に
も
、
多
く
の
方
が
集
ま
る
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。

2020年10月号・33・

公民館だより
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地
域
公
民
館
の
特
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
旭
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
～
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各
町
な
ど
で
女
性
学
級
を
毎
月
開

催
し
、
地
域
住
民
同
士
の
教
養
を

高
め
る
な
ど
相
互
の
交
流
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
は
、
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
「
地
域
づ
く
り
推
進
委

員
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
年
任
期
で
あ
る
た
め
解
決
が
難

し
い
地
域
課
題
も
多
く
あ
り
、
旭

ケ
丘
地
域
で
は
そ
れ
を
解
決
す
る

た
め
に
「
旭
ケ
丘
地
域
づ
く
り
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
下
部

組
織
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
元
区
長
や
分
館
長

経
験
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
明

る
く
魅
力
的
で
活
力
あ
る
地
域
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
朝
市
・
売
店
」「
道
路
活
用
」「
松

川
河
川
敷
活
用
」
「
農
地
活
用
」

の
４
つ
の
チ
ー
ム
と
「
ふ
れ
あ
い

交
通
」
「
プ
ラ
ザ
食
堂
」
の
二
つ

の
班
に
分
か
れ
、
課
題
に
対
し
て

そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
発
足
し
て
か
ら
昨
年
で
10

周
年
を
迎
え
、
多
く
の
地
域
課
題

を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

旭
ケ
丘
地
域
づ
く
り

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

交
流
が
盛
ん
で
特
色
あ
る
事
業

館
長
の
想
い

　

「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
と
い
う

名
称
の
通
り
、
旭
ケ
丘
地
域
で
は

「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
推
進
委
員
会
や
公

民
分
館
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

や
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
も
特
色

が
あ
り
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る

交
流
を
今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た

め
中
止
し
た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
て
、

可
能
な
事
業
は
開
催
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

▲小学校と七夕飾り作りの
　交流　　　　　　（昨年）

▲北旭ケ丘保育園児とサツ
マイモの苗植え　　（今年）



2020年10月号 ・34・

　

８
月
８
日
㈯
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
須
坂
市
民
学
園
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
鬼
丸
昌

也
さ
ん
を
講
師
に
、
戦
争
や
子
ど
も
兵
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
、
初
の
リ
モ
ー
ト
講
演

で
、
市
民
学
園
生
の
み
の
聴
講
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
㈮
、

日
滝
地
域
公
民
館

で
「
お
盆
の
ア
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
教

室
」
が
行
わ
れ
、

11
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
師
に
「
幸

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ

ー
」
の
岡
村
幸
子

さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

日滝地域公民館

お盆の
アレンジフラワー教室

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
と
は

自
分
だ
け
の
ア
レ
ン
ジ

参
加
者
の
感
想

　

花
を
組
み
合
わ
せ
、
整
え
飾
る

と
い
う
意
味
で
す
。

　

今
回
は
、
お
盆
に
ふ
さ
わ
し
い

８
種
類
を
、
剣
山
を
使
わ
ず
オ
ア

シ
ス
と
い
う
吸
水
ス
ポ
ン
ジ
を
使

い
和
紙
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

花
束
と
違
い
、
花
瓶
に
生
け
直

す
必
要
が
な
い
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

学
園
生
の
感
想

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
　

子
ど
も
た
ち
が
兵
士
に
な
る
背
景

　

鬼
丸
さ
ん
は
「
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
で
続
く
紛
争
の
原
因
の
一
つ

が
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
資
源
で
す
。

そ
れ
を
巡
っ
て
争
い
が
起
き
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
周
り
に
は
レ
ア

メ
タ
ル
を
使
っ
た
製
品
が
あ
り
ま

す
。
紛
争
地
帯
で
採
れ
た
機
器
や

宝
石
を
買
わ
な
い
な
ど
、
紛
争
回

自
分
か
ら
動
い
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

市
民
学
園
講
演
会

避
に
向
け
て
、
私
た
ち
に
も
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
事
な
の

は
今
で
き
る
こ
と
を
探
す
こ
と
で

す
。
性
別
・
年
齢
・
経
験
に
関
わ

ら
ず
そ
の
人
に
で
き
る
こ
と
が
き

っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
は

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
無
力
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
は
、
世

界
を
変
え
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
」と
語
り
、

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
現
実
に
、
大
変
心
が

痛
み
ま
し
た
。
私
た
ち
一
人
一
人

は
小
さ
な
力
で
も
、
勇
気
を
も
っ

て
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
世
界
を
変

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
が
好
き
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

花
が
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
た
ア
レ

　

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
は
と
て
も
豪
華

　

で
き
れ
い
で
し
た
。

　

難
し
か
っ
た
が
、
先
生
の
説
明

　

が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
満

　

足
い
く
も
の
が
で
き
て
良
か
っ

　

た
で
す
。

・・

　

ま
ず
は
花
を
カ
ッ
ト
し
、
オ
ア

シ
ス
に
挿
し
や
す
い
よ
う
に
余
分

な
葉
を
外
し
た
り
、
表
皮
を
む
い

た
り
す
る
下
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
岡
村
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
オ
ア
シ
ス
が
「
ラ

ジ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
扇
型
）
」
の
形
に

な
る
よ
う
に
、
花
の
向
き
や
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
て
生
け
ま

し
た
。
同
じ
材
料
で
形
を
意
識
し

て
い
る
の
に
、
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、

「
自
分
だ
け
の
ア
レ
ン
ジ
」
に
な

り
ま
し
た
。

　

初
め
に
鬼
丸
さ
ん
は
、
海
外
の

子
ど
も
た
ち
が
兵
士
に
な
っ
て
し

ま
う
現
状
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。「
子
ど
も
た
ち
は
拉
致
さ
れ
た

り
、
貧
困
か
ら
脱
却
す
る
手
段
と

し
て
や
む
を
得
ず
兵
士
に
な
る
な

ど
、
そ
の
人
数
は
現
在
に
至
る
ま

で
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
兵
の
い
る
環
境
で
は
、

物
を
盗
ん
だ
り
、
人
を
傷
つ
け
た

り
す
る
こ
と
で
大
人
に
認
め
ら
れ

ま
す
。
素
直
な
子
ど
も
た
ち
は
、

認
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
そ
れ
を

行
う
し
か
な
く
、
そ
の
た
め
大
人

よ
り
も
優
秀
な
殺
人
マ
シ
ン
に
な

り
や
す
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
「
私
が
取
材
に
行
っ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
今
は
平
和
に
な
り
、

当
時
の
子
ど
も
兵
も
大
人
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
内
戦
時
の
ト
ラ

ウ
マ
や
手
足
な
ど
に
受
け
た
傷
は
、

子
ど
も
兵
だ
っ
た
人
た
ち
を
い
ま

だ
に
苦
し
め
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

▲けがを負った子ども兵

▲コンゴ民主共和国では道路が整備さ
　れていない状況です

▲全体のバランスを
　考える参加者

▲参加者に説明する岡村さん
　　　　　　　　　　（中央）
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2020年10月号

体験

学ぶ

「
家
ト
レ
」を
し
よ
う
！

　
　
　
　
　

〈
全
４
回
〉

教
養
講
座　

大
人
の
た
め

の
漢
字
教
室
Ⅲ〈
全
４
回
〉

生
涯
学
習
推
進
課

豊
洲
地
域
公
民
館

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
で
筋
力
が

衰
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

10
月
28
日
・

　
　
　
　

11
月
４
日
・
11
日
・
18
日

※
各
回
と
も
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

豊
洲
地
域
公
民
館

生
涯
学
習
推
進
員
会

　
　
　
　

活
動
だ
よ
り

研
修
部
会
の
活
動

　

生
涯
学
習
推
進
員
会
は
、
令
和

元
年
か
ら
２
年
間
「
地
元
の
文
化

を
知
り
、
語
り
つ
な
ぐ
」
を
活
動

目
的
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
部
会
で
は
「
須
坂
の
食
文

化
」
に
焦
点
を
当
て
「
味み

そ噌
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
頃
の
食
卓
に
「
味

噌
」
は
欠
か
せ
な
い
食
材
で
す
。

「
味
噌
汁
」
「
ナ
ス
の
味
噌
炒
め
」

「
ゴ
マ
味
噌
あ
え
」な
ど
、「
味
噌
」

を
使
っ
た
料
理
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
須
坂
で
作

ら
れ
て
い
る
「
お
や
き
」
「
ひ
ん

の
べ
」
な
ど
の
郷
土
料
理
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
坂
に
は
５
つ
の
「
味
噌
蔵
」

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
の
味
を

守
り
つ
つ
、
全
国
に
「
須
坂
の
味

噌
」
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

部
会
で
は
、
ま
ず
須
坂
の
老
舗

味
噌
蔵
店
主
の
講
演
か
ら
研
修
を

始
め
ま
し
た
。
味
噌
の
古
い
歴
史

や
作
り
方
、
栄
養
の
他
、
現
代
の

味
噌
業
界
の
実
態
な
ど
を
学
ん
だ

後
、
味
噌
蔵
を
見
学
し
て
学
習
を

深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
味
噌
を
使
っ
た
四
季
折

々
の
料
理
を
考
え
、
推
進
員
全
体

で
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
簡

単
で
お
い
し
く
栄
養
価
も
高
い
味

噌
料
理
は
大
変
好
評
で
「
家
庭
で

も
ぜ
ひ
作
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
若

い
世
代
に
家
庭
の
味
と
し
て
覚
え

て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
声
が
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
須

坂
市
全
世
帯
に
使
っ
て
も
ら
え
る

『
味
噌
料
理
～
四
季
折
々
～
』
と

い
う
冊
子
の
制
作
と
い
う
大
き
な

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
勢
で

の
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
す
が
、

献
立
や
作
り
方
な
ど
を
再
度
吟
味

し
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
月
に
開
催
予
定
の
「
第
23
回
生

涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」
に
活
動

報
告
を
展
示
発
表
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
冊
子

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
目も

っ

か下
制

作
中
で
す
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
研
修
部
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

大
峡　

記
）

★
９
～
11
月
は
生
涯
学
習
推
進
期
間
で
す
。
こ
の
期
間
に
、
自
分
た
ち
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
生
涯
学
習
の
あ
り
方
・
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲味噌料理を考え作りました

～
市
内
見
学
ま
な
び
ー
号

　
　
　

お
宝
探
し
の
旅
～

「
伊
能
ウ
ォ
ー
ク
で
須
坂
の
発
見
」

　

「
伊
能
図
」
で
有
名
な
、
伊
能

忠
敬
が
測
量
し
た
県
内
の
道
を
歩

く
「
信
州
伊
能
ウ
ォ
ー
ク
」
の
須

坂
版
で
す
。
谷
街
道
か
ら
善
光
寺

道
も
た
ど
り
、
講
師
や
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
話
を
伺
い
ま
す
。
木

々
が
色
鮮
や
か
に
紅
葉
す
る
中
を
、

歩
い
て
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

集　

合　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
旧
中
央
公
民
館
）

参
加
費　

１
５
０
円（
保
険
・
資
料
代
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

10
月
５
日
㈪
～
23
日
㈮

コ
ー
ス　

全
行
程
徒
歩

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
…
上
町
…

穀
町
…
南
原
町
（
普
願
寺
前
）
…

中
町
の
辻
…
（
谷
街
道
）
…
墨
坂

八
幡
社
…
八
幡
追
分
…
（
善
光
寺

道
）
…
高
梨
町
（
高
梨
神
社
前
）

…
布ふ

の野
の
渡わ

た

し
（
現
地
解
散
）

講　

師　

市
川
美
津
夫
さ
ん

　
　
　
　

（
信
州
伊
能
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　

実
行
委
員
長
）

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合
せ

　
　
　

生
涯
学
習
推
進
課　
　
　

　
　
　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

日
、
月
な
ど
自
然
の
も
の
を
表

す
漢
字
の
成
り
立
ち
を
学
び
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

と　

き　

11
月
13
日
・
12
月
11
日
・

　
　
　
　

令
和
３
年
１
月
８
日
・

　
　
　
　

２
月
13
日

※
各
回
と
も
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

豊
洲
地
域
公
民
館

講　

師　

北
原
真
由
美
さ
ん

　
　
　
　

（
漢
字
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

10
月
２
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
３
２
３
２

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

講　

師　

夏
目
善
成
さ
ん

　
　
　
　

（
長
野
ガ
ロ
ン
ズ
チ
ー
フ

　
　
　
　

ト
レ
ー
ナ
ー
）

内　

容　

家
で
簡
単
に
で
き
る

　
　
　
　

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

　
　
　
　

動
が
で
き
る
服
装

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

10
月
２
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
３
２
３
２

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▲昨年の様子
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お 知 ら せ 市外局番…(026)

　
　
　
　

　

須
坂
市
文
化
芸
術
協
会
会
員
が

日
ご
ろ
の
精
進
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。（
す
べ
て
入
場
無
料
）

【
謡
曲
会
】　

観
世
流
、
宝
生
流

日
本
最
古
の
伝
統
芸
能

と　

き　

10
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

５
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
旧
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　

【
展
示
会
】　

華
道
、
書
道
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
絵
画
、

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
版
画
な
ど
の

伝
統
作
品
展
示

と　

き　

10
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　

10
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

　
　
　
　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

【
茶
席
】　

石
州
流

と　

き　

10
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

【
芸
能
・
音
楽
祭
】　

バ
レ
エ
、
日
本

舞
踊
、
詩
吟
、
剣
詩
舞
、
木
遣
り
、

社会教育団体からのお知らせ

イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

体験

学ぶ

高
津
住
職
の
お
勝
手

ス
マ
ホ
個
人
相
談
会　

　
　
　
　
　

〈
全
２
回
〉

　

ド
イ
ツ
風
ピ
ー
マ
ン
の
肉
詰
め

を
作
り
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
！

と　

き　

11
月
10
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

講　

師　

高
津
孝
道
さ
ん

内　

容　

ピ
ー
マ
ン
の
肉
詰
め

参
加
費　

７
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物　

は
し
、
皿
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん
、
三
角

　
　
　
　

巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

操
作
方
法
が
分
か
ら
な
く
困
っ

て
い
る
方
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を

知
り
た
い
方
な
ど
、
個
々
に
相
談

で
き
ま
す
。

と　

き　

10
月
５
日
、
19
日

※
各
回
と
も
月
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

講　

師　

㈲
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
方

内　

容　

操
作
方
法
な
ど
の
個
別
相
談

　
　
　
　

１
人
20
分
（
予
約
制
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー

　
　
　
　

ト
フ
ォ
ン
、
飲
み
物

定　

員　

各
回
６
人
（
１
人
１
回
）

　

ワ
ー
ド
ア
ー
ト
・
ク
リ
ッ
プ
ア

ー
ト
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真

な
ど
を
使
っ
て
作
成
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

日
野
地
域
公
民
館

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
Ｓ
Ｏ

　
　
　
　

Ｈ
Ｏ
支
援
協
議
会
の
方

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
講
座
初
日
に
徴
収
し
ま
す

定　

員　

７
人
（
先
着
順
）

※
パ
ソ
コ
ン
は
主
催
者
が
用
意
し

　

ま
す
。
Ｐ
Ｃ
持
参
可
。
パ
ソ
コ

　

ン
の
基
本
的
な
使
い
方
が
で
き

　

る
方
。

申
込
開
始　

10
月
２
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
２
７
４

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

体験

お
で
か
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

ワ
ー
ド
で
作
ろ
う
年
賀
状

作
成
講
座　
　

〈
全
３
回
〉

日
野
地
域
公
民
館

日
滝
地
域
公
民
館

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
芸
能
発
表
と

邦
楽
（
箏こ

と

・
尺
八
）
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
や
民
謡
三
味
線
、
オ
カ
リ
ナ
、

昔
語
り
な
ど
の
音
楽
発
表
に
よ
る

多
彩
な
合
同
舞
台

と　

き　

10
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
３
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
花
房
）

　

ラ
ジ
オ
を
作
っ

て
電
波
の
仕
組
み

を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

10
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
旧
中
央
公
民
館
）

※
半
田
ゴ
テ
を
使
用
し
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
）

対　

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
生

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

定　

員　

10
組
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

10
月
１
日
㈭

主　

催　

中
央
地
域
づ
く
り
推
進

　
　
　
　

委
員
会　

第
２
部
会

　
　
　
　

地
域
づ
く
り
須
坂
未
来
塾

問
合
せ　

☎
２
１
４-

６
０
８
６

　
　
　
　
　

（
中
央
地
域
公
民
館
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
な
ど
が
中
止
・
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
催
者
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

令和３年須坂市成人式

　令和３年須坂市成人式は、

令和３年１月10日㈰午後にメ

セナホールで開催を予定して

います。

　新型コロナウイルス感染症

の今後の状況により、日時や

会場、実施方法など例年と変

更になる場合があります。

　現在、感染状況に応じたい

くつかの実施案を検討中で、

新成人ならびに保護者の皆さ

んに影響の少ない方法で開催

を考えています。

　変更などが生じる場合は、

随時お知らせします。

問合せ　生涯学習推進課

　　　　☎245‐1598

▲以前の講座の様子

第
58
回
須
坂
市
民
文
化
祭

フ
ァ
ミ
リ
ー
電
波
教
室

Ａ
Ｍ
／
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
作
ろ
う
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市外局番…（026）

【夜泣きのお悩み】

Ｑ．１歳１カ月の男の子を子育てして

います。最近夜泣きがひどく、どのよ

うな対応をすればよいでしょうか。

Ａ．この時期の夜泣きは、脳の成長に

関連があると言われ、体内時計や脳の

機能の成長過程にあり、上手に睡眠が

とれていないときに起きてしまうと考

えられています。また、夜間断乳や卒

乳のころは、ママのおっぱいがないこ

とにストレスを感じて夜泣きすること

もあります。

　夜泣きを改善する方法として、睡眠

のリズムを整えたり、眠りやすい状態

を作ってあげることが大切です。決ま

った時間に起床や食事をとって、生活

リズムを整え、日中はたくさん遊ぶよ

うにしてみてください。寝る前はテレ

ビを見ない、部屋を暗くして子守歌を

歌って寝かしつけてあげると、リラッ

クス効果で入眠することがあります。

　子育て支援センターの保育士

が皆さんの悩みにお答えします。

子育てのお悩み相談コーナー

子育て支援センター・児童センター

★集まりの日（11:00～）

　８日㈭、21日㈬　歯科指導　持ち物…歯ブラシ、コップ

　13日㈫～16日㈮　ハロウィン遊びウィーク

　新聞プール、的当てコーナー、ワークショップな

　どいろいろなコーナーで遊びましょう。

　28日㈬～29日㈭　サツマイモ掘り

　センターで育ったサツマイモを親子で収穫しましょう。

【未就学児の利用時間】

　子育て支援センターの利用は、月～金曜日は10:00～12:00と13:00～14:45、土曜日は10:00～12:00です。

　南部・東部・北部児童センターの親子の利用は、月～金曜日10:00～12:00です。

【一般児童の利用時間】

　中央児童センターの一般児童の利用は、月～金曜日は15:00～17:30、土曜日は14:00～17:00です。

　南部・東部・北部児童センターの一般児童の利用は、土曜日のみ10:00～12:00と14:00～17:00です。

【子育て支援センター・各児童センターの利用に関して】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間は利用人数などを制限しての利用になります。ま

★子育て相談(11:00～）

　12日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

　19日㈪　管理栄養士による食育相談

※子育て相談は電話予約してください。

14日㈬ 10:30～ スクラップブッキング（要

　　　　　　　 申込）

21日㈬ 11:00～ 乳幼児救急法

28日㈬ 11:00～ ハロウィン制作（かばん作り）

北部児童センター　北旭ケ丘町 ☎/248-8381

南部児童センター　　　屋部町 ☎/248-2330

幼
児
・
親
子

７日㈬ 11:00～ センターでお祭り♬

14日㈬ 11:00～ ブドウ園で遊ぼう

28日㈬ 10:30～ ハロウィン＆乳幼児救急法

７日㈬ 10:30～ ブドウ園で遊ぼう

14日㈬ 11:00～ 乳幼児救急法

28日㈬ 10:30～ ハロウィンミニ運動会（要申込）

幼
児
・
親
子

東部児童センター　　　高橋町 ☎/246-0079

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

お父さん…知志さん／お母さん…由美子さん

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　実直な人柄で周囲からの信頼が厚く、若い頃から才気

あふれた、宮本伊織（宮本武蔵の養子）にあやかって伊織

と名付けました。実直・誠実で周りから信頼される人に

なりますようにと、願いを込めています。

　予定日より２カ月早く生まれ心配しましたが、最近よ

うやく数歩歩けるようになりました。満面の笑みで歩い

てくる姿に、家族全員メロメロです。

　生まれてきてくれてありがとう！大好きだよ。これか

らの成長も楽しみだよ。

下
しもだいら

平 伊
い お り

織 くん

（１歳２カ月）

幼
児
・
親
子

た、新型コロナウイルス感染症の感染状況により、施設の利

用方法などが変更になる場合があります。詳細は各センタ

ーへお問い合わせください。子育て支援センタ

ー・各児童センターの利用制限などの詳細は、市

ホームページ（右記ＱＲコードから接続できま

す）でも確認できます。



2020年10月号 ・38・

竹
たけまえ

前陽
ようへい

平さん（南原町）

竹前さんの結婚式で飯塚芳幸さん（左
上）夫婦と

　

竹
前
陽
平
さ
ん
は
、
須
坂
で
生

ま
れ
育
ち
、
就
職
の
た
め
上
京
。

７
年
前
に
帰
省
し
、
実
家
の
ブ
ド

ウ
畑
を
手
伝
い
、
農
家
に
な
る
こ

と
を
決
断
す
る
。

　

２
年
前
に
結
婚
し
、
妻
と
子
ど

も
の
３
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
普

段
須
坂
市
に
関
し
て
思
っ

て
い
る
こ
と
や
、
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
市
民
の

方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

す
。

　

今
月
号
は
、
高
津
ド
ロ

テ
ー
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を

引
き
継
い
だ
竹
前
陽
平
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

市
民
リ
レ
ー

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
業
を
や
り
た
い

師
と
の
出
会
い

恩
返
し
が
し
た
い

ブ
ド
ウ
で
盛
り
上
げ
る

　

私
が
帰
省
し
た
の
は
３
月
。
ブ

ド
ウ
農
家
は
こ
れ
か
ら
繁
忙
を
迎

え
る
時
期
で
、
次
の
仕
事
が
決
ま

る
ま
で
と
、
私
は
両
親
の
手
伝
い

を
始
め
て
数
カ
月
、
農
業
も
あ
り

だ
と
考
え
始
め
ま
し
た
。（
幼
少
の

こ
ろ
か
ら
、
両
親
は
会
社
務
め
が

良
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
）　

　

そ
の
思
い
を
両
親
に
伝
え
る
と
、

両
親
は
う
れ
し
さ
反
面
、
す
ぐ
に

家
に
入
る
の
で
は
な
く
、
30
年
以

上
交
流
の
あ
る
上
田
市
の
飯
塚
芳

幸
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
２
年
間
研
修

№７

し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

飯
塚
芳
幸
さ
ん
は
ブ
ド
ウ
界
で

は
有
名
な
方
で
す
。
こ
の
２
年
間

は
ブ
ド
ウ
の
知
識
だ
け
で
な
く
、

人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
し
た
気

が
し
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作

業
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
詳
し
く

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ

り
、
時
に
は
研
修
生
だ
け
で
考
え

さ
せ
た
り
と
、
自
由
な
発
想
の
飯

塚
さ
ん
の
考
え
方
に
惹ひ

か
れ
、
気

が
付
け
ば
ブ
ド
ウ
に
魅
了
さ
れ
、

農
業
を
や
り
た
い
か
ら
ブ
ド
ウ
農

家
に
な
り
た
い
と
確
信
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

飯
塚
芳
幸
さ
ん
の
研
修
生
は
皆
、

農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
受
賞
報
告

が
、
飯
塚
さ
ん
へ
の
恩
返
し
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
も
研
修
中
に
、
飯
塚
さ
ん
が

何
度
も
受
賞
し
て
い
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
２
０
１
７
年
に
は
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
で
県
知
事
賞
、

２
０
１
８
年
に
は
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ

ル
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

飯
塚
さ
ん
に
報
告
し
た
こ
と
が
今

で
も
う
れ
し
い
思
い
出
と
な
っ
て

　

今
須
坂
市
の
ブ
ド
ウ
農
家
は
若

い
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
力
の
あ

る
業
界
に
は
若
い
力
が
あ
り
ま
す
。

　

須
坂
の
ブ
ド
ウ
は
ブ
ラ
ン
ド
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
協
力
し
合
っ
て
、
良
い
も

の
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私

自
身
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
く
て
は

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

い
ま
す
が
、
そ
の
後
は
な
か
な
か

満
足
の
い
く
も
の
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
今
の
課
題
で
す
。
飯
塚

さ
ん
の
ブ
ド
ウ
づ
く
り
は
、
微
生

物
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
、
農
薬

を
減
ら
し
た
栽
培
方
法
、
新
種
な

ど
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
気
が
付

け
ば
、
私
の
気
持
ち
は
、
飯
塚
さ

ん
へ
の
憧
れ
か
ら
目
標
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。



みてみて すざかしどうぶつえん⑥

ルリコンゴウインコ ホンドギツネ
オシドリ

ウサギ

夢
中
に
な
っ
て
い
る
動
物
の
姿
を

見
て
も
ら
い
た
い

■
須
坂
市
民
感
謝
デ
ー

と　

き　

10
月
４
日
㈰

※
須
坂
市
民
は
入
園
無
料
で
す
。

■
秋
の
動
物
園
ま
つ
り　

期　

間　

10
月
10
日
㈯
、11
日
㈰

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ

期　

間　

10
月
31
日
㈯
、
11
月

１
日
㈰

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
な
お
、「
モ
ル
モ
ッ
ト

の
ふ
れ
あ
い
」
を
10
月
10
日
㈯

か
ら
当
面
の
間
、
毎
週
土
・
日
、

祝
日
に
人
数
制
限
を
行
っ
て
試

行
し
ま
す
。
詳
細
は
動
物
園
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
☎

０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）
。

【市民無料入浴券】※複製使用禁止

有効期間　2020年10月１日～2021年３月31日

対象施設

ふれあい健康センター 湯っ蔵んど

須　坂　温　泉 古　城　荘

☆この券１枚でどちらかの施設に１人入浴できます。

☎026-248-6868

☎026-245-1460

善
行
賞

善
行
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

　

善よ

い
行
い
を
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、
地
域
や
小
・

中
・
高
校
に
い
る
児
童
青
少
年
育

成
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

須
坂
市
児
童
青
少
年
育
成
委
員

会
が
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
度
に

制
定
し
た
賞
で
▼
奉
仕
賞
▼
親
切

賞
▼
学
芸
賞
▼
努
力
賞
▼
挨あ

い
さ
つ拶

賞

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
の
た
め
に
活
動
す
る
な
ど

善よ

い
行
い
を
し
て
い
る
児
童
青
少

年
を
褒
め
る
こ
と
で
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や

し
、
さ
ら
な
る
健
全
育
成
を
推
進

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
ま
で
に
74
件
の
団
体
・
個
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。

善
行
賞
と
は

善
行
賞
に
値
す
る
児
童
・
生

徒
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

奉
仕
賞
の
受
賞
者

受
賞
理
由　

多
年
に
わ
た
り
、
光▲神林希和さんと和花さん

ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
清
掃
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
公
園
の
草

取
り
や
草
集
め
作
業
な
ど
を
朝
早

く
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　

動
物
を
観
察
し
て
い
る
と
、
こ

ち
ら
を
気
に
し
な
い
ほ
ど
何
か
に

夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿
は
と
て
も

魅
力
を
感
じ
ま
す
。

　

夢
中
に
な
る
行
動
に
は
食
べ
る
、

寝
る
、
初
め
て
見
る
も
の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
動
物
は
「
生
き
る
」

を
一
番
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
「
食
」
に
対
す
る
夢
中
度
は
と

て
も
強
く
、
そ
の
動
物
の
特
性
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

何
が
好
み
で
ど
ん
な
手
段
で
餌

を
手
に
入
れ
る
の
か
、
そ
の
様
子

を
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
な
が
ら
動
物
舎
内
の
ア
レ
ン

ジ
を
考
え
ま
す
。
例
え
ば
ア
ラ
イ

グ
マ
の
夢
中
を
引
き
出
す
た
め
に

舎
内
に
は
何
本
も
の
木
を
設
置
し

て
い
ま
す
（
春
先
に
増
や
し
ま
し

た
！
）
。
ア
ラ
イ
グ
マ
が
餌
に
向
か

っ
て
夢
中
で
木
登
り
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
夢
中
で
登
る
姿
と
食

べ
る
姿
は
、
地
面
だ
け
で
は
な
く

樹
上
で
も
餌
を
採
取
す
る
動
物
だ

と
見
て
も
ら
え
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
さ
ら
な
る
夢
中

度
ア
ッ
プ
を
目
論
見
つ
つ
、
た
だ

今
イ
ン
ド
ク
ジ
ャ
ク
の
「
食
に
夢

中
」
を
思
案
中
で
す
。
舎
内
の
木

の
葉
を
つ
い
ば
ん
で
枯
ら
し
て
し

ま
う
好
奇
心
旺
盛
さ
は
困
っ
た
一

面
で
す
が
、
こ
れ
も
彼
ら
の
夢
中

で
す
。
こ
れ
に
代
わ
る
夢
中
対
象

物
を
準
備
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
動
物
た
ち
の
夢
中
に

な
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

無　効



「マチイロ」 「マイ広報紙」

　

【備蓄食を活用した簡易レシピ】サバ缶の酢の物

■サバの水煮缶…１缶■タマネギ…1/2個

■カットワカメ…大さじ２

■酢…大さじ１　　　■しょうゆ…大さじ１

■砂糖…小さじ１　　■白ごま…大さじ１

■ショウガ…１かけ

【材料】 （４人分）

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、毎月おすすめ料理を紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

45

　レシピ動画は、１分程度です。
右のＱＲコードにアクセスすると、
ご覧いただけます。

５分調理時間

日常にローリングストックを
　　　　　取り入れてみませんか

スマホやパソコンなどで
『広報須坂』を読めます

レシピ動画（第31弾）

１人分の栄養成分　
■エネルギー…83kcal    　■脂質…4.4g
■炭 水 化 物…5.6g　　　　■塩分…1.3g　　　     
■たんぱく質…6.0g　　　　

サバの水煮缶の汁と酢、砂糖、しょう

ゆを合わせ、その中にカットワカメを

入れてもどす。

③

①

②

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

タマネギは薄く切る。ショウガは千切

りにする。

　
　
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆【作り方】

その他 ０ ７ ５

昨年
同期

０

★災害情報

火　災

傷　者

救急出動

その他 43 389 436

救  助

交通事故

交通事故

急　病 120 871 1082
８ 73

０ ７ ５

０ 14 10

171 1332 1591

死　者 ０ ２ ０
０ ３ ２

１ 19 12

８月
昨年
同期

 2020年
１～8月

★交通事故

８月  2020年
１～8月

７傷者

件数

死者 ０ ０

７

◎火災・救急・救助は
　局番なしの119
◎火災などの問合せは
　消防情報ダイヤル
　☎026‐245‐1119

95

80

82

72

74

人口・世帯数

2020.9.1現在、（　）内は前月比

　 住民登録者数による集計

人口・・・・・・・・50,393（+ 24）
 男 ・・・・・・・・24,523（+ 35）
 女 ・・・・・・・・25,870（- 11）
世帯・・・・・・・・20,217（+ 44）

※「よもやまばなし」
　は休みます。

★『広報須坂４月
号』に掲載した市
民無料入浴券の有
効期限は、2021年
３月31日まで延長
していますので、
ご利用ください。

①とサバの水煮缶の身を合わせてほぐ

し、②と白ごまを入れて混ぜ合わせる。

★無料入浴券をご利用ください。

有効期間　2020年10月１日～2021年３月31日

☆この券１枚でどちらかの施設に１人入浴できます。

☆本券の払い戻しや再発行はできません。

【市民無料入浴券】※複製使用禁止

信州須坂 関谷温泉

お住まいの地区に○をしてください（小学校通学区）

　須坂・小山・森上・日滝・豊洲・日野・井上・
　高甫・旭ケ丘・仁礼・豊丘・峰の原高原    

　今回は非常備蓄品のサバ缶を、火や水

を使わずに調理できるレシピです。

　災害時に備え、缶詰やレトルト食品、

ドライフーズなどの食品を、食べたら買

い足すローリングストックを取り入れて

みませんか。

　
　
　
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

無　効
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 info@city.suzaka.nagano.jp

印
刷

部
数

1
9
,
7
0
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株
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オ
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